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ラグビー憲章 -RUGBY CHARTER-

品 位 ｜ INTEGRITY

情 熱 ｜ PASSION

結 束 ｜ SOLIDARITY

規 律 ｜ DICIPLINE

尊 重 ｜ RESPECT

品 位  ─ INTEGRITY ─
品位とはゲームの構造の核を成すものであり、誠実さとフェアプレー
によって生み出される。

情 熱  ─ PASSION ─
ラグビーに関わる人々は、ゲームに対する情熱的な熱意を持っている。
ラグビーは、興奮を呼び、愛着を誘い、グローバルなラグビーファミ
リーへの帰属意識を生む。

結 束  ─ SOLIDARITY ─
ラグビーは、生涯続く友情、絆、チームワーク、そして、文化的、地理
的、政治的、宗教的な相違を超えた忠誠心へとつながる一体的な
精神をもたらす。

規 律  ─ DISCIPLINE ─
規律とはフィールドの内外においてゲームに不可欠なものであり、競技
規則、競技に関する規定、そして、ラグビーのコアバリューを順守
することによって表現される。

尊 重  ─ RESPECT ─
チームメイト、相手、マッチオフィシャル、そして、ゲームに参加する人
を尊重することは、最も重要である。

©JRFU

©JRFU

©JRFU

©JRFU
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“ 2020年度は、予想していた景色とは全く違い、
かつ、これまで経験したことのない困難と向き
合う一年となりました。”

平素よりラグビーの普及と発展にご理 解とご協力を
いただいている全ての関係者の皆さまに、厚く御礼を
申し上げます。また、新型コロナウイルス感染症の影響が
長引く中、最前線で治療や感染拡大防止にご尽力され
ておられる医療従事者の皆さまに、敬意を表し感謝申し
上げます。

ラグビーワールドカップ2019™日本大会（RWC2019）の
盛り上がりを受け、飛躍の年とすることを目指していた
2020年、新型コロナウイルスの世界的感染拡大という
予想もしなかった事態が起こりました。

活動や事業に甚大な影響を受ける中、日本ラグビー界
としては、皆様の健康を最優先とし、社会の医療資源へ
の負担を最低限に抑えつつ、安全安心にラグビーを
プレーし観戦できる環境を提供することを使命と考え、
様 な々試行錯誤を行いながら2020年度という困難な年を
終えることが出来ました。チームや選手の皆さんはもとより、
各大会や事業に携わっていただいた関係者の皆様の尽力
に、感謝申し上げます。

かかる状況下ではありましたが、日本ラグビー界は成長
の歩みを止めるわけにはいきません。RWC2019の成功
を将来のさらなる日本ラグビーの発展につなげ、そのレガ
シーを永く維持させてゆくべく、様 な々取り組みを行って
きております。

まず、これからの新しい時代に対応するため、2020年
７月に、ガバナンス強 化と事業執行の効率化、スピード
アップを目的に組織改正を実行いたしました。そして、RWC 
2019の成功をゴールとしていた前中期戦略計画が2020
年に最終年度を迎えるにあたり、今後30年を見込んだ長期
のビジョン『 JAPAN RUGBY 2050』と、それをベースと
した2024年までの新たな中期戦略計画を策定しました。
私たちは、再びラグビーワールドカップを日本で開催し、
そこで日本代表が優勝するという新しい目標を掲げました。
その目標の実現に向けて動き出してまいります。

この目標に向かった様々な取り組みを、多くの関係
者の皆様と共有させていただくため、当年度よりこの
「アニュアルレポート」を発行させていただくことといたし
ました。このレポートは、中期戦略計画の進捗状況や協会
のガバナンス状況、財務情報などを統合的にご報告する
もので、これからの課題や方向性を皆様と共有し、ともに
考えてゆくための一助とすることを目的としております。
是非ともご一読いただき、ジャパンラグビーの発展に向け、
忌憚のないご意見やご指導をいただけますと幸いです。

世界は、現在のこの困難な状況ともうしばらくは戦い
続けなくてはいけないでしょう。このような時こそ、スポーツ
の真の価値、存在意義が問われています。

ラグビー憲章が掲げる、

	 品位［INTEGRITY］	 情熱［PASSION］　
	 結束［SOLIDARITY］	規律［DISCIPLINE］
	 尊重［RESPECT］

という精神は、まさに今このような状況でこそ求められる
もので、私たちが胸に刻み、この状況に打ち勝つために
体現してゆくべきものだと思います。今こそOne Teamと
なってこの困難を乗り越え、再びラグビーの活動や大会
が全国で開催され、大観衆のスタジアムでのあの熱狂を
また日常に取り戻せますよう、今出来ることを共に行って
ゆきましょう。

公益財団法人 日本ラグビーフットボール協会
会長　森  重隆

Japan Rugby Football Union4

会長メッセージ
President’s Message
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2050年に向けた日本ラグビーの成長戦略

Japan Rugby 2050

Vision
ジャパンラグビーの未来像

世界のラグビーをリードし、
スポーツを越えた社会変革の主体者となる

Target
ジャパンラグビーが掲げる達成目標

再び、ワールドカップを日本に招致し、
世界一になる

Mission
ジャパンラグビーの使命

ラグビーが、世界一身近にある国へ
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“新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に
伴い、当期の事業運営は先の見通しのきかない
道をいくつもの異なるシナリオを想定しながら
手探りで進むような１年でした。”

2020年度は、ラグビーワールドカップ2019™日本大会
（RWC 2019）で多くの皆様から応援いただいたBrave 
Blossomsことラグビー日本代表の試合を開催すべく、
様 な々可能性を模索し、各方面と話し合いを続けてまい
りましたが、結果的には楽しみにしていただいていたファン
や関係者の皆様のご期待に応えることが出来ませんでした。

東京2020オリンピック競技大会、ラグビーワールドカップ
2021ニュージーランド大会（RWC2021）は一年延期と
なりましたが、チームは気持ちを切り替えて、さらなる準備
を進めております。成長を続ける選手達へ、引き続き応援
をいただけましたら幸いです。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で不透明な状況
の中ではございますが、このたび当協会では新たな中長期
戦略計画を策定しました。30年という長期的なターゲット
と、向こう４年間の目標を掲げ、その達成と、協会の組織
強化や普及、社会連携なども含めた、15のアクションプラン
を設定いたしました。状況を踏まえ、計画は都度見直し
が必要となりますが、目標はぶれることなく達成を目指し
てまいります。

中長期戦略計画は、2021年度をスタートの年として
おりますが、このアニュアルレポートでは、新しい中期戦略
計画の重点領域の項目に合わせて当年度の実績をご
報告申し上げ、日本ラグビーの現在地を改めて確認する
ものとしております。

当年度は、前述の通り、様 な々事業が中止もしくは延
期される状況でしたが、新たな発見もございました。例
えば会議や講習会、あるいはトレーニングなどを、オンラ
インを活用して実施することで、物理的な制約が取り払
われ、利便性の向上などの効果を得ることができました。
また、無観客で行った大会のインターネットでのライブ配信
や、SNSを使った様 な々キャンペーンなどにも予想以上

に多くの方に参加いただき、ファンの皆様との繋がりを
維持するチャネルとして今後も生かせる実感を持つこと
ができました。

また、この期間を使って、当協会の組織体制やガバナ
ンス体制の強化を着実に進めてまいりました。スポーツ
統括団体に対して求められるガバナンスやインテグリティ
のレベルはますます高まっており、当協会といたしましても、
社会の一員としてしっかりと支持される運営体制を構築
してまいります。

事業面の大きなトピックとしては、Brave Blossomsが
2021年６月に、ブリティッシュ＆アイリッシュ・ライオンズとの
歴史的対戦することが決定したこと、そして18年間にわたり
ジャパンラグビーの強化の礎であったトップリーグが、皆さま
からの温かいご声援のもと素晴らしい試合を繰り広げ最終
シーズンを迎えたことであります。そして、2022年１月から
は新しい形でのリーグがついに開幕いたします。新たな
歴史を作ってゆくこの新リーグにもぜひご期待願います。

最後となりましたが、医療現場などの最前線で働かれ
ている皆様へ改めて感謝申し上げますと同時に、一日も
早い感染拡大の収束と、皆様のご健康を祈念しております。

公益財団法人 日本ラグビーフットボール協会
専務理事・CEO　岩渕 健輔

CEOレポート
CEO’s Report



A nnua l Repor t 2020 -2021 7

第１章

新型コロナウイルス感染拡大のインパクト
Impact.of.the.spread.of.COVID-19
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第１章　新型コロナウィルス感染拡大のインパクト

感 染 拡 大 予 防 の た め の イベ ント 見 送 り／
各 種 取 り組 み

2020年度は、期を通じて新型コロナウイルスの感
染拡大への対応に追われる一年となりました。

2月の政府による全国の小中学校への休校要請や、
4月に発せられた緊急事態宣言などによる各種制限や
自粛要請により、ラグビーの活動自体が困難な状況
になりました。これにより、予定されていた各種大
会は軒並み中止にせざるを得ず、大会を目標にして
きた選手たちや、その活躍を楽しみにしてきたご親
族や関係者、ファンの皆さんを失望させることとな
りました。

かかる状況下、公益財団法人 日本ラグビーフット
ボール協会（ JRFU）としては、感染予防や活動自粛
から安全にプレーを再開するためのガイドラインを
はじめとした各種通達を発信することで、関係者の
安全を第一とした活動指針の啓もう活動を実施いた
しました。

JRFUにおいても、テレワークを導入し職場での
感染予防を徹底したほか、インターネットを活用し
たオンラインミーティングやオンライン講習会など、
ウィズコロナでの活動体制を模索してきました。

一方で、これらの取り組みを通し、物理的な制約
を取り払った新たな活動形態の環境整備が進み、新
しい取り組みや発想の転換につながったことも確か
です。

今後コロナ禍収束後も、今回培った様々な経験知
を生かし、関係者の健康確保はもちろん、より活発
で効率的な事業運営を実現してゆくことを目指して
ゆきます。

■各種取り組み／対応

・第21回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会の中止
・アジアセブンズインビテーショナル2020（Asia Sevens 

Invitational2020）の中止
・サニックスワールドラグビーユース交流大会2020の中止
・太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2020の中止
・ジャパンラグビー トップリーグ2020 大会の中止
・第57回日本ラグビーフットボール選手権大会の中止
・アシックスカップ2020 第７回全国高等学校７人制ラグビー

フットボール大会の中止
・KOBELCO CUP 2020 第16回全国高校合同大会／
　第10回全国高校女子合同大会の中止
・リージョナルウィメンズセブンズ2020および大学女子７人

制ラグビーフットボール交流大会の中止
・太陽生命カップ2020 第11回全国中学校ラグビーフット

ボール大会の中止
・第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」及び

第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」
の延期

・第26回全国ジュニア･ラグビーフットボール大会の中止
・サントリーカップ 第17回全国小学生タグラグビー選手権

大会 決勝大会の中止

 ・3/16： 各種講習会の延期･中止措置延長のお願い
 ・3/31： 各種講習会の受講特別措置について
 ・4/25： 各種講習会の実施自粛に関するお知らせ
 ・5/15： 各種講習会の実施自粛に関するお知らせ
 ・5/15： 高校生以下対象の７～８月の大会の延期･中止の

判断について
 ・5/31： ラグビー競技の再開について（ラグビートレーニ

ング再開のガイドライン及び日本協会主催大会再
開プログラム）

 ・6/19： 2020夏季の練習および合宿について
 ・6/19： ラグビートレーニング再開のガイドライン第２版

について
 ・7/ 4 ： 各種講習会の特別措置について
 ・7/17： 高校生以下対象の９月以降の大会の実施について
 ・8/14： 新型コロナウイルス感染者に関する報告について
 ・1/15： ラグビー競技の活動について

・国際交流プログラム（派遣型）の中止
・第３回アジアラグビー交流フェスタの延期
・代表活動中の選手および協会関係者への対面での取材･

ファンサービスを当面実施しない。
・職員の勤務について以下の通りの運用をしています。

１．健康管理、感染予防に十分留意し、異常の場合には
報告する。

２．不要不急の会議、出張は原則行わない。
３．在宅勤務、時差出退勤等の対応を行う。

・2019年度高校日本代表遠征直前合宿およびウェールズ遠征
の中止

・男子セブンズ日本代表の活動日程見直し
・女子セブンズ日本代表の活動日程見直し
・TIDキャンプ（U20）当面の間休止
・日本代表 2020年国際試合 ウェールズ代表戦、イングランド

代表戦中止
・2020年度高校日本代表の海外遠征中止
・RWC2021の延期
・15人制女子の活動日程見直し

大
会

通
達

日
本
代
表

そ
の
他
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コロナ禍におけるラグビー再開に向けて │ 安全なプレーの再開への取り組み

2020年4月に東京、神奈川、埼玉、千葉、大阪、兵庫、
福岡の7都府県を対象に緊急事態宣言発出されるなど、
感染拡大に伴い全国のラグビー活動が停止、もしく
は制限される中、JRFUでは、この３月から５月にか
けた活動停止からの再開を安全･安心に行うことをサ
ポートするため、「ラグビー競技の再開について」と
題した通達において、「ラグビートレーニング再開の
ガイドライン」と「日本協会主催大会再開プログラム」

（2021年５月13日「日本協会主催大会開催プログラ
ム」に改定）という二つのラグビー再開関連のガイド
ラインを５月に発信しました。

前者の「ラグビートレーニング再開のガイドライ
ン」においては、感染を予防しながら段階的にプレー
を再開する際の練習方法やその期間の目安などを示
したものですが、本ガイドライン作成に当たっては、
感染症専門の医師をはじめ、JRFUメディカル委員会
や安全対策委員会、普及育成員会の委員等の各分野
の専門家の方々にご協力をいただきました。
（下表：「ラグビートレーニング再開のガイドライン」より

「レベル別活動指針」参照）
特に、単に感染予防の視点だけでなく、一定期間

プレーから遠ざかっていた選手がコンタクトプレー
などの再開にあたってのけがの予防なども考慮し、ラ
グビーという競技特性にも留意いたしました。

また、国際統括団体ワールドラグビーや日本スポー
ツ協会などが先立って発信していたガイドラインにも
沿い、当時まだ新型コロナウイルスの実態が見えない
中において、出来うる限りの科学的根拠を考慮した
内容としました。

コロナ 禍 に おけるラグビー 再 開に 向けて
安全なプレーの再開への取り組み

・防御側タッチは胸より下に限定
・防御をつける活動は人数･時間の要素からリスクの最小化
・手指及びタグの消毒
・活動相手のメンバーの固定

・相手をつけたチーム単位のランニング･ハンドリング･キッキ
ング（防御側タッチあり）

・防御側タッチを入れた簡易ゲーム
・タグラグビー

グループ
単位

10名
以下5.1 ２週間

・活動グループメンバーの固定
・用具の消毒

・用具を使った１人のコンタクト（ヒット、タックル）グループ
単位

10名
以下5.2 ２週間

・着替えの準備
・１対１の対人コンタクト(ヒット、タックル）

・小人数のユニットプレー（３人スクラム、２人ラインアウト、
３人までのラック･モール)

個人単位

グループ
単位

20名
以下5.3 ２週間

・着替えの準備
・ユニットプレーグループ

単位

・ゲーム形式チーム
単位

制限
なし5.4 ２週間

単位 内容

●レベル別活動指針（2020.6.19改訂）

規模レベル 期間留意点

・マスク着用･場合により未着用

・マスク着用･場合により未着用
・活動時／非活動時のソーシャル･ディスタンスの確保

・体力トレーニング、個人のボールを使った活動

・相手をつけない個人または少人数のランニング／ハンドリン
グ／キッキング
・体力トレーニング

個人単位

グループ
単位

禁止

10名
程度

1

2

・マスク着用･場合により未着用
・活動時／非活動時のソーシャル･ディスタンスの確保

・相手をつけない個人、少人数またはチーム単位のランニン
グ／ハンドリング／キッキング
・体力トレーニング

チーム
単位

50名
以下3

──

１週間

活動単位 活動内容

●対人コンタクト練習の段階的導入

規模レベル 期間留意点

１週間

・マスク着用･場合により未着用
・活動時／非活動時のソーシャル･ディスタンスの確保

・相手をつけたチーム単位のランニング／ハンドリング／キッキ
ング
・体力トレーニング

チーム
単位

100名
以下4 ２週間

・マスクは場合により着用
・非活動時のソーシャル･ディスタンスへの配慮

・通常トレーニング
　但し、対人コンタクト練習については次表の段階的導入を
参照

チーム
単位

制限
なし

注意　１．各段階には前の段階の活動内容を含みます。                               
　　　２．次のレベルに進むために必要な強度の練習をそのレベル内で実施してください。
　　　３．レベル5.4の練習を必要と考えられる期間と量にわたって実施したうえで試合を行うようにしてください。

5 別示

 ステップ１： コンタクトプレーに向けた基礎的な身体的準備
 ステップ２： 地面との接触
 ステップ３： 対人での軽度な肉体的接触

（加速できない距離での組み合い･押し合い等）
 ステップ４： 近距離での衝突（対パッド～対人）
 ステップ５： 中距離での衝突（対パッド～対人）
 ステップ６： Small-Sided Game（制限的ゲーム形式）
 ステップ７： 通常トレーニングでのコンタクトプレー

コンタクトプレーの段階的準備
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本ガイドラインに沿って、全国各地の登録チーム
やプレイヤーが徐々に活動を再開し、日本代表カテ
ゴリーでは、６月に７人制日本代表の強化合宿がこの
ガイドラインに沿って活動を再開、その後も継続的に
合宿を実施しました。その結果、2020年度において、
JRFUが行った代表候補合宿での新型コロナウイルス
の感染は確認されませんでした。また、女子の15人
制代表候補やユース層のアカデミーなどではオンラ
イン会議システムを活用したバーチャルでの合宿も実
施しました。

全国のチームやプレイヤーに向けては、前述のガ
イドラインの他、当年度から日本ラグビー協会の公
認キャラクターと
なったレンジーを
イラストに採用し
たガイドラインな
ども作成し、より親
しみやすく、また分
かりやすく感染対
策を啓もうするこ
とに努めました。

JRFU主催大会は、2020年９月までに予定されて
いた殆どの大会が新型コロナウイルスの感染予防の
観点から中止となりました。

10月になり支部協会である関東ラグビーフット
ボール協会が主催する大学のリーグ戦が最初に開催
され、その後関西･九州ラグビーフットボール協会主
催の大学リーグも順次開催されました。

全国レベルの大会としては11月より開幕した第57
回全国大学ラグビーフットボール選手権大会が最初の
大会となり、その後第100回全国高等学校ラグビー
フットボール大会、第71回全国地区対抗大学ラグビー
フットボール大会、第51回全国高等専門学校ラグビー
フットボール大会、第28回全国クラブラグビーフット
ボール大会などが順次開催されました。いずれの大
会も、感染予防のための厳格なガイドラインの元選手
及び観客の感染予防策が図られた中の開催でしたが、
それぞれ、一部、もしくは全ての試合が無観客で実
施され、また、大会前、もしくは大会期間中におい
て一部のチームに新型コロナウイルス感染者が判明
したための出場辞退や棄権、感染予防の観点からの
出場辞退などが発生するなど、非常に難しい判断や
調整を伴いながらの開催となりました。

来年度から新リーグへ移行するため、最後のシー
ズンとなったトップリーグについては、相当の期間を
費やして感染対策を検討し、詳細なガイドラインやマ
ニュアルを策定の上開幕へ臨みました。チーム･開催
地協会 ･JRFUにそれぞれCOVID -19担当責任者を
設置のうえ全試合に配置し、それぞれの立場で感染
予防策を徹底、厳格なゾーン管理やすべての入場者
の検温や手指消毒、三密の回避、飛沫拡散防止の為
の様々な規制などの対応を徹底しました。

感染予防策を徹底したイベントの再開

第１章　新型コロナウィルス感染拡大のインパクト

新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン

第 版

2021年 5月 13日
公益財団法人日本ラグビーフットボール協会

ジャパンラグビー トップリーグ
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コロナ禍におけるラグビー再開に向けて │ 感染予防策を徹底したイベントの再開

また、出場全チームの選手･スタッフは毎週、チー
ムと接触の可能性がある主要スタッフは隔週での
PCR検査を実施するなど徹底した対策を行いました。
しかし、1月16日に予定していた開幕を前に、数チー
ムから複数名の感染者が判明し、事前に取り決めし
たガイドラインに照らし合わせ、いったん開幕を断
念、フォーマットを変更したうえで、更なる追加的感
染対策を施し約１ヵ月強延期し、２月20日にようやく
開幕を迎えることが出来ました。しかし、開幕は２度
目の緊急事態宣言発出下となり、政府のガイドライ
ンに沿った入場制限のものでの開催となりました。

リ ー グ 戦 に お い て は、 第６節 に お い て、 出 場
チームに感染者が判明し、ガイドラインに沿った
判断の元１試合が中止となりましたが、その他の
試合は予定通り実施され、2021年度に入った４月
10日には無事リーグ戦を終了することが出来、プ

レーオフに移行することが出来ました。完全な形で
の開催は叶いませんでしたが、大会前もしくは大会
中の感染者の発生等を想定し、詳細なコンティンジェ
ンシープランを
用意したことで、
混乱なく判断を
下し代替プラン
に 移 行 する こ と
が出来たことは
今後の運営にも
生かせるものと
なりました。

●COVID-19担当者　連携概念図
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第１章　新型コロナウィルス感染拡大のインパクト

イベント開催自粛期間中 の取り組 み

政府による小中学校の休校要請や緊急事態宣言下
の外出自粛期間など、ラグビーのプレーや観戦はおろ
か、外出もままならない状況下において、JRFUとし
て何ができるか、プレイヤーやファンの皆さんとの繋
がりをいかに維持してゆくかを真剣に考え、オンラ
インでのイベントやSNSを活用したキャンペーンなど
を継続的に実施しました。

「JAPAN	RUGBY	TV」開設
4月に公式YouTubeチャンネルをリニューアルし、

「JAPAN RUGBY TV」として様々なコンテンツを
発信するプラットフォームとして活用し、過去の日本
代表戦や大学選手権、全国高校大会等の試合映像
を無料配信し、ラグビー観戦を渇望されているファ
ンの皆様に少しでも楽しんでいただけることを目指
しました。

このプラットフォームを使ったオリジナルコンテ
ンツとして、「 矢野武のラグビー語ろうぜ！」と題し
たレギュラー音声番組を毎週土曜日にライブ配信

（ 一部収録配信 ）し、毎回様々なラグビー関係者を
ゲストとして迎えたトー
クを展開し、2020年度
中に42回の放送を数え
るに至りました。

また、外出自粛によりプレーやトレーニングのでき
ないラグビー関係者や運動不足に陥りがちな子供た
ち向けに、男女セブンズ日本代表選手による自宅で
できる各種トレーニング動画を配信し、少しでもスト
レス発散や運動不足の解消に役立てていただくこと
を目指しました。

各種オンラインコンテンツの展開
５月には企業等のオンライン会議や、友人とのオンラ

イン食事会などオンライン会議ソフトの広まりに対応
し、RWC 2019日本代表の肖像を使ったバーチャル
背景用の素材をダウンロード提供しラグビー関係者
やファンの皆様に活用いただきました。
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コロナ禍におけるラグビー再開に向けて │ イベント開催自粛期間中の取り組み

８月には「eリポビタンDチャレンジカップ2020」と
題し、オンラインラグビーゲームをRWC 2019日本代
表メンバー同士が、日本代表メンバーのキャラクター
を駆使して対戦するという企画を実施しました。ライ
ブ配信の視聴者は５万人を超え、スタジアム観戦が叶
わないファンの皆様にバーチャルの世界で観戦を楽し
んでいただくことが出来ました。

その他、ステイ･ホームが推奨される社会状況に対応
し、SNSを中心に様々なキャンペーンを展開し、グラウ
ンドでのプレーや、スタジア
ムでの観戦がなかなかでき
ない選手やファンの皆様に
継続的なラグビーとの接点
を設けることに努めました。

初のオリジナルキャラクターとして「レンジー」
起用

同じ８月には、RWC2019のオフィシャルキャラク
ターとして人気のあったレンジーを日本ラグビーフッ
トボール協会として初めてのオフィシャルキャラクター
として迎え、RWC2019開催会場を巡るキャラバンや、
キャンペーンでの当選者訪問など様々な場面での活躍
や、オフィシャルマーチャンダイジングでのレンジー
関連グッズの販売展開など、レンジーファンの皆様に
好評をいただいております。

チャンネル登録4.5万人 
各コンテンツ2,000 ～ 4,000再生 
Total 249,170回／  39,761時間視聴 
36,245 ページビュー 
Total 857,956回／221,784時間視聴 
Total 365,478回／  49,257時間視聴
Total 738,396回／143,027時間視聴
Twitter : 90,411回視聴／YouTube：8,756回視聴 
965,364インプレッション／6,982エンゲージメント 
Twitter : 51,500回視聴／YouTube：62,094回･9,314時間視聴 
(スポナビ分）Total 262,180回／199,352分視聴
※ライブ配信時最大同時接続 ： 6,332 UB（※UB =ユニークブラウザ）

3,763,840インプレッション／53,928エンゲージメント 
82,876回／12,660時間視聴
Total   14,017回／    2,808 時間視聴 

JAPAN RUGBY TV開設 
自宅でできるトレーニング（7本） 
ラグビー語ろうぜ（全42回） 
オンラインミーティング用バーチャル背景 
リポビタンＤチャレンジカップ 
高校ラグビー「花園名勝負列伝」
大学ラグビー「激闘！大学選手権」 
Ren-G is Back 
#教えてラグビー日本代表 
eリポビタンDチャレンジカップ2020
 

あの熱狂をもう一度 
全国U18女子セブンズ大会
第７回全国女子ラグビーフットボール選手権大会

YouTubeチャンネル 
動画配信 
音声配信 
素材提供 
試合動画配信 
試合動画配信

キャンペーン 
Twitterキャンペーン 
オンラインゲームイベント

SNSキャンペーン 
試合ライブ配信
試合ライブ配信

４月

５月

７月

８月

９月
10月
２月

リーチ（2021年３月現在）内容分類実施時期



2020年トピック

2 014 年11月にSANZAAR理事会にて承認され、2 016 年シーズンからスーパー
ラグビーに参入してきた日本チーム「ヒト・コミュニケーションズ サンウルブズ」が、契約
終了に伴い５年間にわたる活動を終えました。
ラストイヤーの2020年シーズンは、初の開幕戦勝利で幸先よくスタートしましたが、
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、第７節を終えたところでリーグ全体
が中止に。８月８日に秩父宮ラグビー場で行われたメモリアルセレモニーを最後に、
チームとしての活動を終了しました。同セレモニーについても、感染拡大防止の為、
スポンサーやファウンダーズクラブ、関係者など参加者を限定し、テレビやオンラインに
よるライブ配信を通じ、歴代の選手たちがファンや関係者の皆さんに感謝を伝えました。
５シーズンにわたり、厳しい戦いではありましたが、その活動が RWC2019での日本
代表の躍進に大きく貢献したことはもちろん、日本初のプロフェッショナルラグビー
チームとして、様々な趣向を凝らした会場演出やイベント、ファンサービスや、ファンから
自然発生的に生まれたオオカミの遠吠えを模した応援スタイルなど、日本ラグビーに
新しい風を吹き込み、その姿はファンの記憶に深く刻まれました。

  Sunwolves、5年間の活動を終了。
様々なエリアで日本ラグビーに大きな貢献と記憶を残す──

 2016 Season 
18位／18チーム
１勝１分13敗

 2017 Season 
17位／18チーム

２勝13敗

 2018 Season 
15位／15チーム

３勝13敗

 2019 Season 
15位／15チーム

２勝14敗

 2020 Season 
１勝５敗

＊第７節で中止

［ Sunwolves 激闘の歴史］
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2020 Scoreboard：JAPAN RUGBYの現在地
公益財団法人 日本ラグビーフットボール協会（ JRFU ）は、 「JAPAN RUGBY 2050 」の実現にむけて

「 JAPAN RUGBY中期戦略計画 2021- 2024 」において５つの領域 ／８つの目標を設定し、目標に
基づいた15のアクションプランを実行しています。
第２章では、中期戦略計画の５つの領域に基づいて、2020年度の活動を振り返ります。

■JAPAN RUGBY中期戦略計画2021-2024の全体構成（５つの領域と８つの目標）

■８つの目標に対する2020年度の実績

 ・ 組織改編実施
 ・ 新たな中長期戦略計画を策定
 ・ ガバナンスコード自己説明公開

❶抜本的に組織を見直し、理念実現のため
の強固な経営基盤をつくる

協会刷新

８つの目標 2020実績 前年比

強化

普及･育成

リーグ改革

社会連携

 ・ 経常収益 3,838百万円
 ・ 一般正味財産 1,107百万円

↓1,863百万円
↑44百万円

─
↑４件

─

↓4,852人
─

↓7,943人
─

─

─

─

❷経営の安定化を図り、未来への投資を拡
充させるための財務基盤を確保する

 ・ 男子15人制代表 ワールドランキング 10位　
 ・ 女子15人制代表 ワールドランキング 12位　
 ・ 男女セブンズ代表 東京2020 出場予定

 ・ インテグリティ関連研修参加者 3,756人
 ・ 重傷事故発生件数 17件
 ・ アンチ･ドーピング検体数 95

↓１ランク
→変わらず

─

❸安全で、誠実なラグビーを通じてラグビー
憲章を守る

 ・ トップリーグ2021 一試合平均集客数（第５節まで）3,423人
 ・ 新リーグフォーマット決定

❺誰でも、いつでも、どこでも楽しめるラグ
ビー社会をつくる

 ・ トライフォーグリーンプロジェクト実施
 ・ オンラインを活用した国際貢献活動実施

❻ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる

 ・ 日本デジタルアーカイブ学会の
　第２回学会賞の実践賞を受賞

❼ラグビーのチカラを使って、社会の役に
立ち、世界を守る

❽ラグビーが起点となって日本に新しい産
業をうみだす

 ・ 競技登録者 91,861人　
 ・ ラグビー経験者 ＊当年度は各種体験イベントが実施できず

❹代表チームを支える環境を整備し、すべて
のラグビー日本代表を戦略的に強化する
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2020年７月、新たなるステージに対応するため、
協会組織の抜本的な改編を実施

ラグビーワールドカップ™2019日本大 会（RWC 
2019）はあらゆる面で過去のラグビーワールドカッ
プの記録を上回り、ワールドラグビーからも史上最高
の大会と評され、日本代表は悲願であるベスト８進
出を達成しました。これにより、世界のラグビー界
から日本ラグビー界へ注がれる視線は、これまでとは
全く違ったものとなり、ラグビーの強豪国のひとつと
して名実ともに扱われ始めています。

一方で、統括団体としての公益財団法人日本ラグ
ビーフットボール協会（JRFU）は、規模、財政力、組
織体制等全ての面でまだまだ世界のトップユニオン
をキャッチアップ出来ているとは言いがたい状況です。
今後継続的に日本代表が世界の強豪と肩を並べてゆ
くためにも、協会自体が組織としても世界基準の体
制と強さを持ってゆかなければなりません。

その観点から、2021年度から運用を開始する新た
な中期戦略計画では、５つの重点領域の一番目として

「協会刷新」を掲げ、向こう30年で「世界一の協会」
を目指すことをターゲットとしています。

その第一歩として、2020年５月に理事会の承認を
受け、「組織規程」を新設し、同規定に基づき、７月に
抜本的な組織改編を行いました。

新しい組織では、理事会の監督の下、日々の事業
の計画立案、推進及び管理のための調整･協議を行う

「事業遂行責任者会」を新たに設置し、事業運営の効
率化とスピードアップを図ることを目指します。事業
遂行責任者会はフルタイムで業務にあたる有給の「事
業遂行責任者」で構成され、担当する分野の事業遂行
を統括します。これまで「事務局」と呼んでいたフ
ルタイム職員による組織は、「事業遂行部門」として、
事業遂行責任者の下、それぞれの担当部門の業務を
より主体的に遂行します。

また、近年のスポーツ競技団体のガバナンス体制
強化の必要性の高まりに対応するため、内部統制や
業務効率化推進を目的として「 内部監査室 」を最高
事業統括責任者（ CEO）の直下に設置し、内部統制の
強化も図ります。

Ⅰ. 協会刷新 │ 1抜本的に組織を見直し、理念実現のための強固な経営基盤をつくる

 Ⅰ. 協会 刷 新
1抜本的に組織を見直し、理念実現のための強固な経営基盤をつくる

トップリーグ
事業遂行責任者CCO

COO

C EO

評議員会

JRFU事業遂行責任者会（2021年３月31日現在）
■最高事業統括責任者（CEO）：岩渕 健輔（専務理事）
■最高事業遂行責任者（COO）：前田 直毅（理事）
■事業遂行責任者：常深 伸太（総務担当/COS、理事）
　重 博人（財務担当/CFO）池口徳也（コマーシャル担当/CCO）　
　田村 誠＊（ラグビー担当/CRO）太田 治（トップリーグ事業遂行責任者）
   ＊3月31日付出向元に帰任、4月1日付で中山光行が後任として就任

監事

CFOCOS

・総務部門（総務･人事･IT）
・業務推進部門
・インテグリティ推進部門
・広報部門

・財務部門
・マーケティング部門
・プロモーション部門
・大会運営部門

・国際部門
・普及育成部門
・技術部門
・代表強化部門

・ガバナンス委員会
・コンプライアンス委員会
・監査委員会
・アスリート委員会
・アンチドーピング委員会
・メディカル委員会
・安全対策委員会
・女子委員会

・RWC2019レガシー実行特別委員会
・新リーグ法人準備室
・新リーグマーケティング会社準備室
・施設環境整備プロジェクト

・トップリーグ部門

・総務委員会 ・財務委員会

・競技運営委員会

・ハイパフォーマンス委員会

・普及育成委員会

諮問委員会

専門委員会

専門委員会

理事会

専務理事 理事

会長 副会長
特別委員会

・役員等候補者選考委員会
・規律委員会

諮問委員会

CRO

JSRA

三支部協会

＊部門長のほか、複数の部門を統括するものとして
　統括部門長を置くことがある。

内部監査室

●公益財団法人 日本ラグビーフットボール協会　組織図（2021年３月現在）
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委員会についてはその役割や特性を整理し、専門
委員会、諮問委員会、特別委員会に分類し、それぞれ
の位置づけ、管掌を組織規程に定めました。

これにより、ガバナンスの強化と事業遂行の効率化
の両面の機能強化を目指します。また、現状既に同様
の組織体制を採用している海外のトップユニオンと
向き合ううえでの役割分担の明確化も実現します。

JAPAN	RUGBY	2050及び中期戦略計画2021- 	
2024の策定
■策定の目的･背景

JRFUが2010年に当初制定し、2016年に修正した
「日本ラグビー戦略計画2016-2020」（以下「前戦略
計画」）で掲げた「RWC2019で日本代表がベスト8に
進出」するという最大の目標が達成されたことで、日
本ラグビーとしては新たなステージを迎えることと
なりました。JRFUではこの成功を出発点に、長期的
視点に立った日本ラグビーの成長ストーリーを策定
することが必要であると考えました。

前戦略計画が2020年度に最終年度を迎え、中期戦
略計画の策定を進めるにあたり、まず、2050年まで
の長期的なビジョンや目標、大枠の重点分野を設定
し、それに沿って、2024年までの具体的な中期戦略
計画を、より実務的な視点で策定することとしました。

■策定経緯
2019年７月の理事会において、「 中長期計画推進会

議 」の設置が承認され検討を開始、継続的に進捗が理
事会で報告され、2020年３月の理事会において、中長
期計画作成プロジェクトメンバーが策定した「 ジャパン
ラグビー中長期戦略計画2020 -2050概要説明 」が承
認されました。

これにより、2050年を期限とした長期的な「 ビジョ
ン 」や「ミッション」、RWCの再招致と日本代表の優
勝という長期「 ターゲット」、そしてそのための重点分
野としての「５つの領域 」が承認されました。これが

「 JAPAN RUGBY 2050 」です。
その後、７月からの組織改定に伴い、事業遂行責任者

を中心に、事業遂行部門において、2021年から2024
年までの４年間について、より実務的で詳細な中期戦略
計画を検討し、15のアクションプランにまとめ、「JAPAN 
RUGBY中期戦略計画2021-2024 」を策定、2021年３
月に公表いたしました。

■これまでの中長期戦略計画の経緯

JRFUでは2009年にRWC2019日本開催、及び７
人制ラグビーのオリンピック種目採用が決定したこと
を受け、RWC2019の成功を最終目標とした、当協
会として初めての長期戦略となった「JRFU戦略計画
2010-2019」を策定、2010年４月に運用を開始し
ました。

その後、東日本大震災、東京2020開催決定、スー
パーラグビー参入、RWC2015での日本代表の躍進な
ど、内外において、戦略計画に大きなインパクトを与
える様々な事象が発生したこと、また、RWC2019
以降のレガシーをどのように残して行くかという新た
な課題へ対応する必要性から、2016年12月に戦略計
画を修正し、策定しました。これが前計画である「日
本ラグビー戦略計画2016-2020」です。

●JRFU中長期戦略の経緯

・RWC2019日本開催、及び７人制ラグビーの
オリンピック採用が決定
・JRFUとして初めての中期戦略計画検討開始
JRFU戦略計画2010-2019策定
・東日本大震災
・RWC2011日本代表１分け３敗
・2020年オリンピック東京開催決定
・スーパーラグビー参戦決定
・RWC2019レガシープラン策定
・Rio Olympicにおける男子７人制の躍進
日本ラグビー戦略計画2016-2020策定
・RWC2019の成功、日本代表ベスト８達成
・新型コロナウイルスパンデミック
JAPAN RUGBY中期戦略計画2021-2024策定

2009

2010
2011

2013
2015
2016

2019

2020
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■JAPAN RUGBY中期戦略計画2021-2024 〜５つの領域８つの目標15のアクションプラン〜

代表チームを支える環境を整備し、
すべてのラグビー日本代表を戦略的に強化する

ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる

4

世界一のラグビーユニオンを目指して
抜本的に組織を見直し、理念実現のための
強固な経営基盤をつくる

1

世界一のラグビーユニオンを目指して
経営の安定化を図り、未来への投資を拡充させるための
財務基盤を確保する

2

6

誰でも、いつでも、どこでも楽しめるラグビー社会をつくる5

安全で、誠実なラグビーを通じてラグビー憲章を守る3

ラグビーのチカラを使って、社会の役に立ち、世界を守る7

ラグビーが起点となって日本に新しい産業をうみだす8

協会刷新

強化

普及・育成

リーグ改革

社会連携

I

IV

III

II

V

RWC2019レガシーと普及環境の整備

ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる

12

ハイパフォーマンスプログラム（HP）のさらなる強化11

多くのファン･関係者が代表を支える環境の提供10

選手の環境と価値を守る9

ラグビーへの信頼を維持･確保8

財務計画･管理システムの強化7

非イベント収入機会の確保と強化6

既存意識を超えた新たな分野への挑戦5

既存事業の価値最大化と収益機会の多様化4

システム･データ活用の最大化3

コミュニケーションの強化2

組織基盤の強化1

13

社会連携･国際連携のための体制確立14

有形、無形のラグビー資産を社会や経済活動へ結びつける15

５つの領域／８つの目標 15のアクションプラン

■進捗管理及び情報開示体制
・アクションプランごとのプロジェクトチーム設置に

よる推進
本戦略計画では、目標達成のための戦略的重点領

域を５つ挙げ、その領域に紐づけて８つの戦略目標
を掲げています。さらに、その戦略目標を達成するた
めのアクションプランを15設定し、戦略の推進を行
うこととしました。この15のアクションプランは多
角的な視点から設定したものであるため、JRFU事業
遂行部門内に、部門横断的なプロジェクトチーム（PT)
をそれぞれのアクションプランごとに設置し、主管部
門長のリードのもと、アクションプランの推進と進捗
管理を行います。

・内部監査室によるモニタリング
各PTによるアクションプランの推進状況と、それ

ぞれのKPIの進捗状況、さらにはその結果としての各
種目標の進捗状況は、内部監査室を中心として継続的
にモニタリングされます。定期的に各PT合同での進
捗会議を行い、全体共有と意見交換を行います。これ
らのモニタリングを通じ、必要に応じ計画の修正を行
い、計画の実効性の担保を行ってゆきます。

・アニュアルレポートによる継続的進捗情報の公開
戦略計画の進捗状況は、組織内では逐次最高事業

統括責任者より理事会に報告されます。またアニュア
ルレポートを通じ公表をさせていただきます。

Ⅰ. 協会刷新 │ 1抜本的に組織を見直し、理念実現のための強固な経営基盤をつくる
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財務的課題と中期財務計画の策定
JRFUの 財 務 構 造 の 課 題として、収 益 力と 強 化

費用の増大スピードのアンバランスと４年サイク
ル で 大 き な 損 失 が 発 生してい る 点 が あ げら れ ま
す。RWC2019ベスト８という高い目標を達成する
ための強化活動の増加の他、スタッフ･選手のプロ
フェッショナル化に伴う環境整備にかかる各種費用
の増加等、年度予算に占める強化関連費の割合が
突出した状態が恒常化しています。また、４年に一
度のラグビーワールドカップの当該年度に関しては、
当然ながら代表強化活動がさらに増加し、例年以
上の強化費用が必要となります。一方で、当該年度
は、世界のラグビーカレンダーも変則的となるため、
国内での日本代表戦や国内リーグ等も制約を受け
ることが多く、収入面にもマイナスの影響を受ける
ことが多々あります。結果として４年ごとに大きな
損失が発生し、蓄積した正味財産が大きく減少する
というサイクルを繰り返しているのが現状です。

これまで、RWC2019へ向けた開催地との連携や、

日本代表のブランディング、マーケティング／プロモー
ション強化などにより、年々日本代表戦の集客は増
加し、それに伴うチケット収入や協賛収入･放映権収
入も増加し、強化費増加に何とか対応してきており
ますが、収入が費用の増加を後追いしている状況は
否めず、毎年度の予算調整や普及や組織強化など他
の活動への財源配分に苦慮している状況です。

今般の中期戦略計画において、中期的な収入計画
を策定すると同時に、その予算配分（支出）に関して
も戦略的に行うことを目的に、2024年までの中期
財務計画を策定することといたしました。

この計画は現時点での想定をもとに策定し、今
後４年間の財務上のガイドラインとなるものですが、
状況の変化に対応し、逐次見直してまいります。年
度の財務計画はこの中期財務計画をもとに直近の
状況に応じ調整してゆく運用を目指します。

中期財務計画は2021年度中に策定する予定です。

 Ⅰ. 協会 刷 新
2経営の安定化を図り、未来への投資を拡充させるための財務基盤を確保する
●財務基盤の強化
日本ラグビーが今後あらゆる面で世界のトップユニオンと肩を並べ切磋琢磨してゆくためには、組織的な
強化のみならず、あらゆる戦略分野に効果的に財源を投下してゆくための強固な財務基盤が必要になります。
永年の課題であるこの財務基盤の強化のため、既存･新規の事業強化のみならず、興行以外での収入基盤
の確保や、財務管理及び運用能力の向上などにも取り組んでゆきます。

●収支推移

年度

単位：百万円

■経常収入　■経常費用　■経常収支　■一般正味財産
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2015 2016 2017 2018 2019
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2020-2021財務実績ハイライト
2020年度は前述の通り新型コロナウイルス感染

拡大により当協会事業運営も甚大な影響を受け、
多くの大会の開催見送りや入場制限により、収入
に関しては予算比 -3,354百万円の大幅未達となり、
対前年比でも1,863百万円の減収となりました。特に
６月、７月に予定されていた、ウェールズ代表、イン
グランド代表とのテストマッチが中止になったこと
や、トップリーグの2020年シーズンが６節で中止
となったことで、主要な収入機会が失われ、当年
度の収入計画を根本から見直さざるを得ない状況
となりました。

また、コロナ禍の中で開催した大学選手権、トッ
プリーグ2021を初めとした各種大会での感染予防
対策のため運営費は増加し、収支的には大変厳し
い環境でした。

一方で支出についても、徹底した経費の削減や、
活動の減少に伴う支出の抑制により計画比大きく
減少しました。特に男子15人制日本代表が当年度
一切の活動を見送らざるを得なくなったことにより、
結果的に活動費が大きく減少することとなりました。

また、RWC2019組織委員会の残余財産として受け
入れた「レガシー充当資産 」から理事会にて承認
された指定事業の費用に充当するため205百万円
を取り崩しました。

こ れ らに より、最 終 的 な 経 常 収 支 は44百 万 円
のプラスを確保することが出来、一般正味財産は
1,107百万円となりました。指定正味財産について
上記の通り、一部を取り崩した一方、 RWC2019
組織委員会の清算に伴う残余財産を1,843百万円
受け入れたことにより、レガシー充当財産の期末残
高は6,478百万円となり、その他の指定正味財産
を含む正味財産合計額は7,685百万円となりました。
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経常収入

経常費用

経常増減額

一般正味財産

正味財産合計

2019実績

5,702

6,811

-1,108

1,062

6,002

2020実績

3,838

3,794

44

1,107

7,685

前年比

-1,863

-3,016

1,153

44

1,683

単位：百万円
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アフターRWC2019＆ウィズコロナにおける
マーケティング施策

ラグビーワールドカップ™2019日本大会（RWC 
2019）の熱狂を最大限活かすべく、マーケティング収
入の柱となる日本代表スポンサープログラムの階層
拡大（４階層から５階層に）、リアルとデジタルを融合
させた放送･配信環境の整備など、外部環境の変化と
ウィズコロナへの適応を前提としたマーケティング施
策を設計し実施しました。

JAPAN RUGBYの戦略的コミュニケーション
の推進

RWC2019の成功事例を基に、組織横断プロジェク
トとして戦略的コミュニケーションチームを編成しま
した。公式YouTubeチャンネルを「JAPANRUGBY 
TV」としてリブランディングし、 登録者数は３倍に
増加、Instagramの新設、Twitter、Facebookの拡充
など、既存SNSの活性化を目的にファンエンゲージ
メント拡大を推進しました。

また、前述の通り、JRFUの公式マスコットとしてレ
ンジ―をローンチ。RWC2019で獲得したいわゆる
‘にわか’ ファン層とのエンゲージメントを意識し、コ
ロナ禍で中断する試合･大会以外でアイコンとなるコ
ミュニケーションメソッドを開発しました。

新設大会や各種大会のリブランディング
男女セブンズ代表と女子15人制代表を一堂に会

し た「リ ポ ビ タ ン Ｄ presents JAPAN RUGBY 
CHALLENGE 2020」を11月29日に熊谷で開催。
セブンズラグビーや女子ラグビーの競技力向上･普
及･ブランディング観点における新フォーマットを確
立しました。

また、第100回全国高校大会にて過去最高の協賛
社セールス、及び「HANAZONO LIVE！」の配信
数（前年比148％）を記録しました。また高校４大会
を包括した「高校ラグビーパートナープログラム」
を新設し、新規３社から協賛をいただきました。

放送権販売の維持拡大
コロナウイルス感染症の影響で中断した前シーズ

ンの影響が懸念されましたが、継続的な日本代表人
気を背景に、ラストシーズンとなったトップリーグ
2021の放送権販売は好調でした。予定されていた
フォーマットの変更により不成立試合が発生した為
に大幅な収入増には繋がりませんでしたが、次年度
開幕の新リーグに向けた手応えを実感いたしました。

これらの取り組みにより、当年度のマーケティン
グ収入は1,699百万円（協賛収入1,418百万円、放
送権収入281百万円）と、前年比 -493百万円の減少
となったものの、コロナ渦の影響を受けながらも今
後につながる実績となりました。

●マーケティング／入場者収入／ファンエンゲージメント
当協会の収益の柱であるマーケティング（協賛・放映権・マーチャンダイジング等）収入と大会の入場者収入につ
いては、①マーケティング収入の最大化、②ラグビーコンテンツの更なる価値向上、③日本ラグビーのブランディ
ングの推進、を三位一体で推進してゆくことをテーマとし、既存の事業の強化のみならず、新しい事業への取り
組み、コロナ渦の環境に対応した各種取り組みなど多角的に推進しています。

JAPAN RUGBY
Fan Engagement Platform

160K Follower

222K Follower

45.7K Subscriber

35.5K Follower

MEMBERS CLUB 62K Subscriber

RUGBY FAN ID 220K Subscriber

●マーケティング収入推移

年度

単位：百万円

■放送権収入　■協賛収入

2019
0

1,000

2,000

500

1,500

2,500

1,937

255

2020

1,418

281
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有料試合入場者数
日本協会主催有料試合（トップリーグは除く）にお

いては、新型コロナウイルス感染症の影響により国
際試合の開催が全て中止となる中、11月の「リポ
ビタンＤ presents JAPAN RUGBY CHALLENGE 
2020」において、男女セブンズ代表、女子15人
制代表の試合を有観客で実施することが出来ました。
大学選手権に関しても入場者数制限のある中、感染
予防を最優先とし、積極的なプロモーションを行う
ことは困難でしたが、準決勝、決勝のチケットは予
定枚数を完売（入場者制限数の上限を販売）するなど、
ファンのラグビー観戦に対する渇望感を実感する結
果となりました。

トップリーグを含む総入場料収入は654百万円
と、前年比 - 968百万円の大幅な減少となりましたが、
コロナ禍の状況下、やむを得ない結果であったと言
えます。

JRFUメンバーズクラブの刷新
新型コロナウイルス感染症対策の一環で特典優待

券の使用を停止したことにより会員数の減少を余儀
なくされましたが、別途、日本代表写真集を制作し
会員に提供するなどの対応を行いました。その結果、
現在の会員数は約６万2000人となっています。

また、新リーグ移行に伴い、日本ラグビーのファ
ンクラブという位置づけは変りませんが、より日本
代表に特化した会員組織への刷新を検討、 2021年
６月のローンチを目指し準備中です。

マーチャンダイジング（MD）事業
オフィシャルキャラクターとなったレンジー関連

グッズなど積極的な商品開発と、日本代表選の観戦
ができないファンの枯渇感に伴い、18百万円の収入
を確保することができました。

顧客データベースの活用
「ラグビーファン ID（RF ID）」登録者約22万人

のデータベースを活用し、各種プロモーション告知、
チケット･MD購買データを集約、上記データを分析
し、今後のプロモーション活動に生かすことを目指
しています。また、基礎データとなる会員数増加を
目指した施策を継続的に実施する予定です。

日付

11月29日

会場

熊谷

来場者数

1,417

●リポビタンD PRESENTS JAPAN RUGBY CHALLENGE 2020

組合せ

福岡工業×八戸学院

朝日×福岡工業

日本×福岡工業
流通経済×筑波

慶應義塾×京都産業
同志社×帝京 ※中止

慶應義塾×早稲田
明治×日本

東海×帝京
流通経済×天理

帝京×早稲田
明治×天理

天理×早稲田

来場者数

無観客

無観客

3,684

2,942

8,075

4,679

9,003
※完売

11,411
※完売

試合

1回戦

2回戦

3回戦

3回戦

準々決勝

準々決勝

準決勝

決勝

会場

福岡

瑞穂

秩父宮

花園

秩父宮

花園

秩父宮

国立

日時

11月21日

11月29日

12月13日

12月13日

12月19日

12月19日

1月2日

1月11日

●大学選手権

●メンバーズクラブ推移
総会員数（人）
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「リモート観戦応援パッケージ」の開発
コロナ渦の環境において、無観客試合や、入場制限、

感染への不安など、様々な事情から会場にお越しに
なることができないファンの方々に向けて、自宅な
どスタジアムの外からでもより楽しくラグビー観戦
をしていただけるよう、当年度大学選手権準決勝か
ら、「リモート観戦応援パッケージ」を開発し、11月
から販売を開始しました。

パッケージはお弁当とグッズをセットにして、ご
自宅などスタジアム外で試合をリモート観戦される
ファンの皆様にも、少しでもスタジアム観戦に近い
臨場感ある雰囲気で観戦を楽しんでいただけるよ
う企画しました。JRFUの公式マスコットに就任し
たレンジ―にまつわるお弁当やグッズのパッケージ、
そしてそれぞれの試合の特徴に応じた各試合限定
のお弁当やグッズのパッケージなどを揃えて発売し、
ファンの皆様から好評をいただきました。

同サービスは上記に続く大学選手権決勝の他、
トップリーグの試合にも合わせて実施しました。今
後も皆様のご意見を頂戴しながら継続して開催して
ゆくことを検討しております。



A nnua l Repor t 2020 -2021 25

補助金等
当協会では、国際統括団体であるWorld Rugbyや、

日本スポーツ振興センター、日本オリンピック委員会
を始めとした各種団体より継続的に補助金等を受け
ながら、強化活動や普及活動等を実施しております。
当年度においては、助成を承認された事業も中止と
なるものが多くありましたが、男女セブンズ代表の強
化活動や、ユース層を対象としたオンラインでのアカ

デミー活動などを実施し、補助金を活用させていた
だきました。

また、当年度に関しては、新型コロナウイルス感染
症の影響に対する各種補助金も活用させていただき
ました。

これらにより、当年度394百万円の受け取り補助金
等を収入に計上させていただいております。

●非イベント収入機会の確保と強化
マーケティング収入や大会開催に伴う入場料収入などのいわゆる興行収入の他に、公的機関からの補助金や、
個人･法人からの寄付金、各種会費収入なども協会活動の重要な財源となっています。これらの収入に関しては、
それぞれの目的に対応した活用とその情報開示をしっかりと行うことで、支援者や会員への説明責任を果たし、
ひいては安定した財源の確保につなげてゆきます。

541,080

20,000,000
9,936,000

11,002,000
2,313,000
3,939,000

182,000
900,000

101,000

1,000,000

4,000,000
1,500,000
3,599,000

113,263,415
20,668,000
10,913,036

19,440,000
113,674,000
35,735,000

166,000

1,600,000
100,000
200,000

3,000,000

2,000,000
6,000,000
8,625,000

375,000

394,772,531

日本スポーツ協会

日本スポーツ振興センター
日本スポーツ振興センター
日本スポーツ振興センター
日本スポーツ振興センター
日本スポーツ振興センター
日本スポーツ振興センター
日本スポーツ振興センター

日本スポーツ振興センター

ミズノスポーツ振興財団

熊谷市
全国高体連ラグビー専門部
日本スポーツ協会

World Rugby
World Rugby
World Rugby

日本オリンピック委員会
日本オリンピック委員会
日本オリンピック委員会

日本オリンピック委員会

江副記念財団
南紀エリアスポーツ合宿誘致推進協議会
上富田町
別府市

中小企業庁
中小企業庁
厚生労働省
東京都

指導者養成補助金
　指導者養成補助金

スポーツ振興補助金
　ジャパンラグビートップリーグ
　男子セブンズアカデミー
　女子TIDキャンプ
　男女ゼブンズユースアカデミー
　女子セブンズアカデミー
　ドーピング検査事業
　ガバナンス関係 規程見直し及び
　ガバナンス研修
　アジアセブンズインビテーショナル

　選手強化及び競技力向上助成金

　高校選抜大会総務省助成金
　高校選抜大会補助金
　スポーツ事業継続支援補助金

選手強化補助金
　選手･指導者強化補助金
　東京五輪参加　補助金
　女子15人制　強化補助金

　選手強化事業交付金
　選手強化活動
　次世代アスリート育成強化事業

　国際審判員等養成プログラム

　女子ゼブンズTIDマネージャー助成金
　女子15人制代表　補助金
　女子15人制代表　補助金
　男女7人制代表合宿助成金

その他補助金
　持続化給付金
　家賃支援給付金
　雇用調整助成金
　東京都家賃支援給付金

合計

当期受け取り
補助金等交付者

（単価：円）

補助金等の名称

●受け取り補助金等明細
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スクラム･ジャパン･プログラム
「スクラム･ジャパン･プログラム」とはラグビー

を通じて、青少年の心身を育み、 将来、各界で活躍
する人材輩出に繋げることを目指すことを目的に
創設されたプログラムで、賛助会員様の支援により、
様々な普及･育成活動を推進しております。

2021年１月末現在54社の賛助会員様に参加いた
だき、５つの活動分野を中心にその会費を役立てさ
せていただいております。賛助会員は随時募集中です。

●本プログラムの詳細
　ht tp s : //www. s c r um japanp rog ram . j p /

コロナ禍の2020年度においては、活動に制限を
受けざるを得ませんでしたが、以下のような活動が
行われました。

 １. 賛助会員企業である（株）コムラエージェンシー
様（代表取締役 小村峰之、本社：東京都港区）よ
り、東京都港区の保育園･幼稚園の子どもたちに
ラグビーボール108個がプレゼントされる

 ２. 女子ラグビー交流 ･よみたんセブンズ2021への
支援
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JRFU基金
JRFU基金とは、JRFUが実施する様々な活動に対

してその財源をサポートいただく寄付制度となります。
ご寄付いただいた資金は以下のような活動に役立

たせていただきます。

✓ 日本代表チームの一層の強化
✓ ラグビーの普及と育成
✓ 日本ラグビーフットボール協会の活動全体

当年度はコロナ禍の中ではありましたが、136の個
人及び法人の皆様から、延べ496件、総額4,693,500
円のご寄付をいただき、各活動に役立たせていただ
きました。改めまして感謝申し上げます。

JRFU基金は、クレジットカードや銀行振り込の方
法により、法人･ 個人にかかわらずご寄付いただくこ
とが可能です。クレジットカード決済により、継続的
なご寄付（定期（毎月･年1回）自動引き落とし）をいた
だくことや、遺贈によるご寄付なども承っております。

寄付金のご協力をいただきますと、税制上の優遇措
置が受けられるほか、ご寄付をいただいた方々のご協
力に感謝し、逐次ご芳名を掲載させていただき、JRFU
記念バッジの贈呈を行わせていただいております。

詳細につきましては、当協会のウェブサイト　
ht tp : // k i f u . r u gby- j apan . o r. j p /
をご参照ください。
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インテグリティの追求
■コンプライアンス事案の調査及び処分

2020年度は、薬物問題（大学生）、ハラスメント
（指導者）等のコンプライアンス違反事案が発生しま
した。事案に応じて外部弁護士による事実調査等を
行い、適正に処分を行いました。

■インテグリティ相談窓口の運営
年間を通じてインテグリティ相談窓口の運営を行い、

チームや個人等からの相談に対して適切に対応しま
した。また、様々な機会を通じてインテグリティ相談
窓口の周知に努めました。

■インテグリティ追求の研修
登録チーム、指導者、日本代表チーム、トップリーグ、

協会職員を対象に、インテグリティ追及に関する研修
を様々な形態で実施し、約3,700人が受講しました。

■情報発信
日本協会ホームページ「インテグリティの追求」の

情報を更新し、コンプライアンスについて学習できる
動画や資料の情報を更新しました。様々な関係機関
から提供されている具体的な情報 ･事例を学べるコン
テンツを公開しています。

https://www.rugby- japan. jp/ j r fu/ integr i ty

■コンプライアンス委員会の設置
2020年８月に新しくコンプライアンス委員会を設

置しました。外部有識者に参画いただき、コンプライ
アンスに関わる制度や規程、啓もう活動、研修等につ
いて協議しました。

■2021年度へ向けて
これまでの活動にさらなる改善を加え、日本ラグ

ビー界における「コンプライアンスの遵守」を中核
に「インテグリティの追求」を推進していきます。そ
のために、活動を４つのサイクル（計画、教育、監視、
対処）に分類し、それぞれのサイクルを着実に実行す
ることで、コンプライアンス問題の発生防止、ラグ
ビーの価値向上に取り組みます。2021年度には「ラ
グビー憲章キャンペーン」などの新たな取り組みを
予定しています。

 Ⅰ. 協会 刷 新
3 安全で、誠実なラグビーを通じてラグビー憲章を守る
インテグリティをはじめとした『ラグビー憲章』の推進と安全の確保が、日本ラグビーの成長戦略の根幹となる
というビジョンのもと、日本ラグビーの価値を守り、高めてゆくため安全対策の徹底とインテグリティの追求に
取り組んでいます。

https://www.rugby-japan.jp/support_center

JRFUでは、ラグビーにおけるインテグリティに反す
る各種行為に関する相談に対応するため、インテグリ
ティ相談窓口を設置しています。本窓口では、皆さま
からの相談に対し、外部の弁護士が相談を受けます。
また、相談者の希望や事実の概要を踏まえ、必要な事
案については事実確認を行い、インテグリティ違反行
為等が明らかになった場合は、必要な対応（指導･処
分等）を行います。

・ラグビー憲章の
　強調･啓発
・研修改善
・コンテンツ周知

教育監視

計画対処

・コンプライアンス
　対策強化
・研修内容の企画･
　立案

・適切な処分実施
・再発防止策徹底
・関連規程の更新

・インテグリティ
　相談窓口改善
・インテグリティ
　アンケート実施
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安全対策
JRFUでは、安全対策委員会を中心として、「安全なラグビーの実現」、「重症事故ゼロ」を目標に、ラグビー

における安全管理の重要性を指導者もプレーヤーも理解し、日々の練習 ･試合および日常生活において実践し、
“重症事故”の発生を防ぐための様々な取り組みを行っています。

■安全･インテグリティ推進講習会の開催
「安全なラグビーの実現」「重症事故の撲滅」のた

めに安全推進講習会を登録チームの義務研修として
2008年から実施しています。コロナ禍の中で2020
年度はオンライン形式で2020年４月13日から９月
30日に実施しました。登録されている約2,700チー
ムから、責任者以外にも参加いただき、累計3,202
名の方々に受講いただきました。

■セーフティアシスタント認定講習会の開催
各チームに設置が義務づけられているセーフティア

シスタントの資格認定の講習会をオンライン形式にて
実施しました。開催期間2020月５月20日から８月
31日で、累計1,906名の方々に受講いただきました。

■安全対策アンケートの実施
各チームにおける安全に関する実態調査のために、

安全対策の施策検討に活用することを目的に、2021
年２月22日から３月10日までアンケートを実施し
ました。調査対象は日本ラグビーフットボール協会
に登録している2,798チームで、1,571チームに回答
いただきました（回答率約56％）。

主な内容
インテグリティ全般、アンチドーピング
（安全･インテグリティ推進講習会）
薬物、不祥事、SNS対応
ハラスメント、暴力、不祥事
アンチドーピング、メディア･SNS
インテグリティミーティング
インテグリティ全般
パワハラ予防、動画視聴、レポート等
インテグリティ全般
（コーチカンファレンス2020）
対応事例共有、Ｊリーグ取組、JRFU取組
インテグリティ、SNS、飲酒
パワハラ予防
オンライン研修コンテンツ動画視聴

受講人数

3,202

26
11
41
30
35

2
不明

(推定200)
約30
約50

29
約100

約3,756

実施方法

オンライン

オンライン
オンライン
オンライン
オンライン
オンライン
オンライン

オンライン

オンライン
オンライン

オンライン･集合
オンライン

実施時期

４月～２月

９月
10月
８月

10月、11月
１月

７月～２月

８月

11月
９月
10月

４月～３月

対象者

チーム責任者 ･指導者等

男子７人制選手
男子７人制スタッフ
女子７人制選手 ･スタッフ
女子７人制スタッフ
女子15人制選手
処分者

登録指導者

TLインテグリティオフィサー
TL新人研修会
管理者
全職員（含 支部協会）

合　計

カテゴリー

登録チーム

日本代表

指導者

トップリーグ

協会職員

●2020年度実施インテグリティ研修

Ⅰ. 協会刷新 │ 3安全で、誠実なラグビーを通じてラグビー憲章を守る
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■外傷障害対応マニュアルの発行
練習や試合の際の怪我

に 適 切 に 対 応 で きる こ
と を 目 的 として2011年
に発行された「外傷障害
対応マニュアル」を全面
的に改訂しました。ワー
ル ド ラ グ ビ ー（WR）の

「First Aid in Rugby」を
元 に「player welfare」

「players first」という理
念を強調したものとして
います。JRFUのホームページよりPDFをダウンロー
ドできます。

■安全対策委員会の開催
2020年度は、新型コロナ禍によりオンライン形式

で計４回実施いたしました。
 ・第１回  2020年 ６月28日
 ・第２回  2020年 ９月27日
 ・第３回  2020年12月 ６日
 ・第４回  2021年３月14日

■日本ラグビーフットボール協会のホームページで
の安全関係の情報提供
現在開催中のものを含め、過去に開催した講習会情

報案内、『ラグビー外傷･傷害対応マニュアル』の紹介
等、安全対策に役立つ様々な情報提供を行いました。

URL：https://www.jrfuplayerwelfare.com/

■新型コロナウイルス（COVID-19）感染対応
新型コロナ感染が拡大している中での各種ガイド

ラインの発行（感染防止、活動再開など）やラグビー
関係者のCOVID-19感染報告を義務付け、感染状況
の把握を行い、ラグビー界としての感染予防対策を行
いました。

■日本ラグビーフットボール協会の安全対応プログ
ラムの提供
安全対応の改善、重症事故の把握、脳振盪報告の

受付を通じて、各カテゴリーでの事故の傾向、発生
時期の経過等の観察を通じて、受傷者のケアをする
ための傷害見舞金制度を整備しました。

●重症障害件数の推移（2011/4～2021/3）
重症傷害報告は2016年度より再び増加傾向となったが、2019年
度は減少した。2020年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う
不活動の影響が懸念された。引き続き、ゼロ化に向けた対策が
求められる。

年度

件数

■死亡以外の重症傷害事故　■死亡事故
2011

0

5

10

15

20

25

30

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

17
24 23

17 15
14 18

18

12
15

3
1 2 2 1 2 1 2

2020年度重症事故報告

1. 重症傷害報告の概要
報告件数　17件（前年比４件増）
４月～９月は新型コロナウイルス対応による活動
自粛の影響により、発生件数は４件に留まったが

（2018･2019年度は同時期に10件発生）、10月以
降に13件発生した。

2. 考慮すべき重症事故
①死亡事故

２件発生。36歳の男性は自主トレ中に致死性
不整脈を起こした。もう１人は67歳の男性で、
練習中に心室細動を発症し亡くなった。

②高校生内臓損傷
17歳男性が腎臓損傷を発症。試合のキックオフ
ボールを競り合った際、相手の膝が腹部に入っ
たことが原因だった。（内臓損傷は頭部外傷や骨
折とは違い、目視による判断が難しく、異変が
あればプレーを中断する等、練習や試合でのプ
レー継続を慎重に判断する必要がある。）
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Ⅰ. 協会刷新 │ 3安全で、誠実なラグビーを通じてラグビー憲章を守る

アンチ･ドーピング
JRFUではアンチ･ドーピング委員会を設置し、アンチ･ドーピング規程に則り、国内アンチ･ドーピング機関で

ある日本アンチ･ドーピング機構（JADA）と連携調整しながら、選手、コーチ、トレーナー、チームドクター等の
関係者を対象として、アンチ･ドーピング活動を行っています。

■ドーピング検査
JADAとの協力のもと、競技会検査80検体（トッ

プリーグ16検体･大学チームのリーグ戦（関東大学対
抗戦 ･リーグ戦、関西大学Ａリーグ、九州学生リー
グⅠ部）56検体･大学選手権８検体）を実施しました。
競技会外検査はJADAがラグビー選手15人に対して
実施しました。国内のラグビー選手に対するドーピ
ング検査で陽性例はありませんでした。

2012年度から大学チームのリーグ戦（関東大学対抗
戦８校･リーグ戦８校、関西大学Ａリーグ８校、九州学
生リーグⅠ部上位４校）でもドーピング検査を実施して
いますが、これらの大学チームについては、引き続き
アンチ･ドーピング教育･啓発を行っていく予定です。

その他治療使用特例（TUE）申請手続きに関する助
言、ドーピング検査における新型コロナウイルス感染
対策について、情報提供を行うなどのサポートを実
施しました。

■普及活動、セミナー開催、情報提供活動
トップリーグの各チームドクターとトレーナーを

対象にアンチ･ドーピング関連の情報提供を行いま
した。また、JADA主催の研修会講師講習会を教育
活動者の委員には継続受講の案内を行いまいました。
2020年度は、例年実施している対面式の研修会は
実施せず、大学チームへのオンデマンド配信による
聴講およびJADAが作成したE-ラーニングの受講証
明を提出し研修修了としました。

また、日本代表（15人制、7人制）各チーム、トップ
リーグ各チーム、日本選手権出場チーム、全国大学
選手権出場校、女子日本代表チームにJADA作成の
アンチ･ドーピング関係教材を配布した他、2021年
禁止表国際基準についての主要な変更点を情報提供、

３支部協会を通じた、JADA作成のアンチ･ドーピン
グ教材、JADAアスリート動画を各協会の大学チーム
等への配布･周知を行いました。

■医薬品やサプリメント等への問い合わせ対応
アンチ･ドーピング委員会に対して16件の問い合わ

せ（医療用医薬品15品目、医薬部外品･栄養補助食品
等１品目）があり、JADA公認スポーツファーマシスト
の資格を有するJRFUのアンチ･ドーピング委員が禁
止表国際基準に基づいて回答しました。サプリメント
については、国内の他競技でドーピング違反の原因と
なっていることから、注意喚起をおこないました。

2020年度はTUE（２件）、居場所情報（1件）、WR
規定に関して１件の対応をおこないました。

　
■WR Anti-Doping Education Requirements 2021

世界アンチ･ドーピング規程の2021年版発効に伴
い、World RugbyとJADAのアンチ･ドーピング教育
システムが大きく変化しました。それに伴い、アン
チ･ドーピング教育におけるJRFUの責務が明確化さ
れ、年次計画と報告が求められることになり、国際
部門と連携し作成提出しました。

Photo: World Rugby

●ドーピング検査
対象

　競技会検査
トップリーグ

地域大学リーグ戦
大学選手権

合計
　競技会外検査
総計

検体数

16
56
8

80
　15

95
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●日本代表活動
15人制男子代表は、すべての代表活動を見送る
ことに

RWC 2019での躍進を受け、2020年を更なる飛
躍の年と位置付けていた男子15人制代表ではありま
したが、予定されていたテストマッチは全て中止とな
り、代表活動も全て見送られることとなりました。

RWC2023フランス大会へ向けた代表強化の観点
からは大きな痛手となりましたが、代表スタッフと選
手はリモートでコミュニケーションを図るなど、気持
ちを切り替え、来るべき再始動に備えました。

U20、高校代表、U17などのエイジグレードの活動
も同様にほとんどの活動が見送られました。

そのような状況の中ではありましたが、英国４ヵ
国とアイルランドからの混合代表チームである、ブリ
ティッシュ& アイリッシュ･ライオンズとの歴史的対
戦が、2021年６月26日にスコットランド･エディン
バラで行われることが10月に決定し、選手だけでな
く、関係者やファンに希望を与えることが出来ました。

また、RWC2023フランス大会へ向け、プール組
分け抽選会が12月に実施され、日本はプールDに入
り、イングランド、アルゼンチン、オセアニア１、ア
メリカ２と同組となりました。

そし て、2021年 2 月に は 試 合 スケジュールも 発
表となり、活動が行えない中ではありましたが、
RWC2023が着々と近づいていることが感じられ
る１年となりました。

東京2020大会１年延期に
男女のセブンズ代表においては、最大の目標として

いた７月の東京2020大会の１年延期が３月に決定
し、強化プランの大幅な見直しを強いられました。

感染拡大を受け、一定期間活動を停止した後、徹
底した感染予防対策のもと、６月以降段階的に活動を
再開し、合宿を重ねながら強化を
継続しました。

女子セブンズ代表については、
12月にハレ ･マキリ氏が新ヘッド
コーチとして就任し、新しい体制
での再スタートを切ることとなり
ました。

 Ⅱ. 強 化
4 代表チームを支える環境を整備し、すべてのラグビー日本代表を戦略的に強化する
 プレイヤーウェルフェアを重視しつつ、代表をはじめとした様々なカテゴリーの競技力を強化。ファンをはじめ
としたすべてのステークホルダーが代表を支える環境をつくることで、すべてのラグビー日本代表を戦略的に
強化することを目指します。

プールＡ

ニュージーランド

フランス

イタリア

アメリカ１

アフリカ１

プールＢ

南アフリカ

アイルランド

スコットランド
アジア･

パシフィック１
ヨーロッパ２

プールＣ

ウェールズ

オーストラリア

フィジー

ヨーロッパ１

最終予選勝者

プールＤ

イングランド

日本

アルゼンチン

オセアニア１

アメリカ２

●ラグビーワールドカップ2023 プール組分け

日程
（2023年）

９月10日（日）

９月17日（日）

９月28日（木）

10月８日（日）

内容

第１戦：日本代表 vs アメリカ地区2

第２戦：日本代表 vs イングランド代表

第３戦：日本代表 vs オセアニア地区1

第４戦：日本代表 vs アルゼンチン代表

スタジアム（都市）
Stadium de Toulouse
（トゥールーズ）
Stade de Nice
（ニース）
Stadium de Toulouse
（トゥールーズ）
Stade de la Beaujoire
（ナント）

時間

未定

未定

未定

未定

●ラグビーワールドカップ2023 試合日程

ハレ･マキリヘッドコーチ

©JRFU

第２章　2020-2021戦略レポート
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Ⅱ. 強化 │ 4代表チームを支える環境を整備し、すべてのラグビー日本代表を戦略的に強化する

RWC2021も１年延期に
2021年10月に 開 催 予 定 で あったRWC2021

ニュージーランド大会を目指し、コロナ渦の中、オ
ンラインを活用した合宿なども行いながら、段階的
に活動を再開し強化を継続していた15人制女子代表
でしたが、2021年3月に、同大会が１年延期となる
ことが決定しました。

セブンズ代表同様、強化プランの大幅見直しは不
可避でしたが、レスリー･マッケンジーヘッドコーチは、
この１年延長を「更なる準備期間が与えられた」と
前向きにとらえるとコメントし、さっそく新たな強
化のプランニングにあたっています。

なお、RWC2021のプール組分け抽選会が11月に行
われ、アジア予選勝者は、カナダ、アメリカ、ヨーロッパ
予選勝者と同じプールＢで戦うことが決定しました。

複数の日本代表が一堂に会する画期的な取り組み
このような状況下の中、チームの試合の機会の確

保と、日本ラグビーを応援してくださっているファ
ンや関係者への支援に少しでも勇気を与えることが
出来ればと、複数のカテゴリーの男女の代表候補が
一堂に会してプレーを披露する場として、11月29日
に埼玉･熊谷スポーツ文化公園（県営熊谷ラグビー場）
において、「リポビタンＤ presents JAPAN RUGBY 
CHALLENGE 2020」を開催し、久しぶりにファン
の皆様の前に桜のジャージを披露することが出来ま
した。

男女 セブンズ代表候補、女子15人制代表候補の選
手たちが２チームずつに分かれ真剣勝負を繰り広げ、
入場者を大幅に制限させていただいた中での開催で
したが、ご来場いただいた皆様には久々のラグビー
を堪能していただきました。

プールＡ

ニュージーランド⑵ 

オーストラリア⑸

ウェールズ⑼

最終予選勝者

プールＢ

 カナダ⑶

アメリカ⑹

ヨーロッパ予選勝者

アジア予選勝者

プールＣ

 イングランド⑴

フランス⑷

南アフリカ⒀

フィジー㉒

●ラグビーワールドカップ2021ニュージーランド大会 プール組分け

※カッコ内の数字は現時点のワールドラグビーランキングの順位
　ht tps : //www.wor ld . r ugby/ tou rnament s / rank ing s /w ru
※国名表記のない欄は予選プロセスをご参照ください
　ht tps : //www. rugbywor ldcup. com/2021/qua l i f i e r s
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●マッチオフィシャル
トップレフリーは感染対策を施しトレーニング
を再開

選手同様、活動が制限され、計画された多くの取
り組みが中止になる中でしたが、トップレフリーに
ついては、トップリーグをはじめとした各種大会に
備え、徐々にトレーニングを再開し、シーズンに臨
みました。

JRFU審判制度の見直し
今年度、JRFUの審判制度が見直され、マッチオフィ

シャルの能力向上と適切な配置が図られました。
新たに、これからラグビーの審判員を志す人に対

して与えられる「スタートレフリー」と、ミニラグ
ビー（12歳以下）の試合のレフリーの為の「ミニラ
グビーレフリー（MRR）」という資格が新設され、オ
ンラインによるスタートレフリー資格講習会により、
907名が資格を取得されました。

新たな取り組み「レフリー発掘プロジェクト」
新たな取り組みとして、将来国際舞台でマッチオ

フィシャルとして活躍できるタレントの発掘を目的と
した公募形式のプログラム、「レフリー発掘プロジェ
クト」を実施しました。10月に公募を行い、105名の
応募があり、最終２名を選出しました。

支部推薦

都道府県推薦

自己推薦自己推薦

スタートレフリーの担当
に加えて、各協会主催の
ミニラグビー（12歳以下）
試合のレフリーを務めら
れます。

Ｂ級の担当試合に加えて、日本協会主催試合の審判員を務
められます。

Ｃ級の担当試合に加えて、支部協会（関東･関西･九州）主催
公式試合の審判員を務められます。

MRRの担当試合に加えて、都道府県協会主催の中学生年代
（ジュニアラグビー）以上の試合で審判員を務められます。

これからラグビーの審判員を志す人に対して与えられる資格です。
各協会主催公式戦のタッチジャッジ、コンタクトを伴わないラグ
ビー（タグラグビーなど）のレフリーを務められます。

Ａ級レフリー

Ｂ級レフリー

Ｃ級レフリーミニラグビー
レフリー（MRR）

スタートレフリー

●JRFU審判資格制度
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Ⅱ. 強化 │ 4代表チームを支える環境を整備し、すべてのラグビー日本代表を戦略的に強化する

麻生 彰久
AKIHISA ASO

北村 浩士
HIROSHI KITAMURA

Ａ級［トップリーグパネル］

Ａ級［デベロップメント］ セブンズＡ級

女子Ａ級レフリー

■2020トップレフリー Top Referees

塩﨑 公寿
KIMITOSHI SHIOZAKI

新井 卓也
TAKUYA ARAI

佐藤 芳昭
YOSHIAKI SATOH

関谷 惇大
TOSHIMASA SEKIYA

小川 朋弘
TOMOHIRO OGAWA

橋脇 正典
MASANORI HASHIWAKI

田崎 富
TOMU TASAKI

梶原 晃久
TERUHISA KAJIWARA

三井 健太
KENTA MITSUI

戸田 京介
KYOSUKE TODA

川原 佑
TASUKU KAWAHARA

山本 篤志
ATSUSHI YAMAMOTO

橋元 教明
NORIAKI HASHIMOTO
〈セブンズＡ級〉

木村 陽介
YOSUKE KIMURA

𠮷原 崇宏
TAKAHIRO YOSHIWARA

真継 丈友紀
TOMOYUKI MATSUGU

久保 修平
SHUHEI KUBO

蒲牟田 卓
SUGURU KAMAMUTA

高橋 真弓
MAYUMI TAKAHASHI
〈セブンズＡ級〉

松本 剛
TAKESHI MATSUMOTO

佐々木 裕司
YUJI SASAKI

小出 兼司
KENJI KOIDE
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 【普及事業（基盤の整備）】
競技登録者数の傾向

全国463のラグビースクールとジュニアクラブとの
連携により、４月～６月の期間に「全国一斉ラグビー
体験会」を実施する予定でしたが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により中止となる等、計画してい
た普及活動はほとんど実行できない状況でした。

このような状況下でしたが、小中学生の競技登録
者については、前年比増加する結果となりました。特
に中学生以下の登録者数は前年比 2,338人増（+9%）
と大きく伸びており、RWC2019の盛り上がりや、こ
れまでラグビースクールが体験会等の機会の創出や
受入れの努力をしてくださった成果が現れたものと
思われます。一方で、高校生については、継続的に

減少傾向にあり、大学生／社会人においても、これ
までも減少傾向にはありましたが、特に昨年度につ
いては、新型コロナウイルス感染症の影響が大きく、
対前年比6,140人減（-7%）と大幅な減少となりました。

全体で見た場合、対前年比で4,852人減（-5%）と
大幅な減少になりましたが、女子については微増な
がら増加いたしました。

小中学生と女子の増加傾向は 5 年間継続的な傾向
となっており、2016年の登録者数との比較では、小中
学生が8,434人増（+27%）、女子が926人増（+22%）
と大幅に増加しております。前述のRWC2019の影
響や普及現場の皆様の様々な取り組みの効果、そし
て、継続してきた学校教育でのタグラグビーの普及
活動が実を結んだものだと言えます。

教員免許更新講習
教員に対して行われる免許状更新講習について、

JRFUが従来取り組んできたタグラグビーティー
チャー養成事業の実績を踏まえ令和 2年12月に文部
科学大臣より開設者の指定を受けました。（令和３年
８月に初めてJRFUが主催する講習を実施予定。）

講習では、全国の教員に対し確かな指導方法やラグ
ビーの精神を学んで頂くことで、学校体育へのタグラ
グビーの導入を促進し、児童生徒がタグラグビーやラ
グビーに親しむ機会を創出することを目指します。

Regional	Development	Officer (RDO)について
Impact Beyond 2019のプロジェクトを継続させ、

地域普及担当者としてRDOの公募を行いました。3
名が採用され、2021年度より、関東、関西、九州の
三支部へ配置される予定です。

RDOは、地域に密着し、管轄地域でのラグビーの
普及･発展を担ってまいります。

 Ⅲ. 普 及・育成
5 誰でも、いつでも、どこでも楽しめるラグビー社会をつくる
新型コロナウイルス感染症の影響で計画していた大会、講習会、イベントの多くが中止となる一方で、新型
コロナ感染症対策を行った交流会の開催、オンラインを使った講習会など、新たな取り組みも行いました。

競技者数
男
女

小学生以下
男
女

中学生
男
女

高校生
男
女

大学生／社会人
男
女

2016年度（5年前）
96,049 
91,852 
4,197 

21,248 
18,994 
2,254 

10,537 
9,948 

589 
25,566 
24,845 

721 
37,084 
36,690 

394 

2019年度
96,713 
91,631 
5,082 

25,895 
23,169 
2,726 

11,586 
10,818 

768 
22,136 
21,301 

835 
35,407 
34,666 

741 

2020年度
91,861 
86,738 
5,123 

28,233 
25,402 
2,831 

11,986 
11,223 

763 
21,045 
20,224 

821 
29,267 
28,559 

708 

前年比
95%
95%

101%
109%
110%
104%
103%
104%
99%
95%
95%
98%
83%
82%
96%

対2016年度比
96%
94%

122%
133%
134%
126%
114%
113%
130%
82%
81%

114%
79%
78%

180%
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Ⅲ. 普及 ･ 育成 │ 5 誰でも、いつでも、どこでも楽しめるラグビー社会をつくる

	【育成事業（プレー環境の整備）】
コーチ育成、講習会

当年度は新型コロナウイルス感染症の影響によ
り集合形式の講習会の開催が困難だったことから、
チーム登録に必要なスタートコーチ以外の資格講習
会は中止となりました。 

スタートコーチについては、通常の講習会が開催
できないことにより、オンラインでの講習会を行い
ました。当初、資格取得者の減少が懸念されました
が、オンラインという利便性により資格保有者が増
える結果となり、新たな発見がありました。同様に
コーチカンファレンスもオンライン（動画視聴）で行
い、対象資格も、スタートコーチ ～Ｓ級までと範囲
を広げることができました。

S&Cカンファレンスを初めて大学と高校生の指導
者を対象に開催しました。2021年度については全資
格でオンラインを活用して講習会の開催を検討して
います。

年度
スタートコーチ

Ｃ級
Ｂ級
Ａ級
Ｓ級

2019年度
8,730
313

1,117
1,029

53

2020年度
9,029
311

1,131
1,066

68

増減
299
▲2
14
37
15

■ 登録競技者：91,861人［-4,852人］
  男 86,738人［-4,893人］／女 5,123人［+41人］

■ 役員･チーム

　●役　員：13,938人［-10人］
　●チーム：2,715チーム［-164チーム］

主な普及指標（前年比）

■ コーチ：11,605人［+805人］
■ タグティーチャー：14,637人［+85人］
■ 放課後ラグビープロジェクト

　●実施数：22
　●参加者：1,263人
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新リーグ準備状況について
2003年に発足し、日本ラグビーの強化、普及を支えてきたジャパンラグビートップリーグは、様々な議論を経て、

2021年シーズンを最後に新リーグへと移行することが決定されました。
新リーグ移行へ向けた準備はJRFU内に設置された特別委員会である新リーグ法人準備室、新リーグマーケティ

ング会社準備室を中心に、進められ、2020年度中には参入条件の骨子と大会フォーマットが決定しました。

１. 運営機能
■各参加団体は事業機能を持つこと。
■事業機能とは、チーム運営･収益事業すべての責任者

となる事業責任者の設置、収支の透明化、主催興行
（収益事業）体制の整備を言う。

　事業計画の策定をすること。
■対象となる参加団体はトップリーグ、トップチャレン

ジリーグの所属に限らず、新リーグは企業チーム以
外にも門戸を開く。

２. チーム名称
■チーム名に地域名を取り入れること。
■企業名をチーム名に入れることについては任意とする。

３. ホームエリア
■2021年シーズンからのホームエリアを決定すること。

４. スタジアム
■2021年シーズンにホームゲームを開催できるスタ

ジアムを確保すること。
■ホームエリア内にある複数のスタジアムをホームス

タジアムとすることを認める。
■１部リーグは、１試合当たり15,000人の観客動員を

目指す。
■リーグ目標である１試合当たり15,000人の観客動員

に鑑み、2023年シーズンまでに15,000人以上収容

のスタジアムを確保出来るよう、日本ラグビー協会、
リーグ運営法人、チーム３者で努力する。

■2021年、2022年シーズンにおいてホームエリア内で
の試合開催が困難である場合、国内の優先使用でき
るラグビー場など、別会場での開催を認める方向で
リーグ運営法人と調整を行う。

■各参加団体がスタジアムを確保するために、リーグ運
営法人･協会があらゆる側面で支援する。

５. 事業運営
■チーム事務局、財務担当、競技･イベント運営担当、

広報担当、営業･マーケティング担当者をそれぞれ設
置すること。

重要事項１：新リーグ１部 ･２部の要件について
■新リーグは、入会要件充足状況に基づき、新リーグ

１部（10±2チーム）、２部（10±2チーム）、場合に
よっては３部の要件審査を行う。

■ディビジョン数、各ディビジョンのチーム数は、リー
グへの参入意思表明、参入計画、ならびに審査状況
に鑑みて確定する。

■本入会要件を充足が困難なチームについては、下部
のリーグ（２部制の場合２部）に所属することを条件
に、一部の参入要件の充足を求めないことを、リー
グとして判断する場合がある。　

【新リーグに関する参入要件の骨子】

【主な準備状況経緯】
2020年２月：「新リーグに関する参入要件の骨子に

ついて」公開（７月更新）
2021年１月：「ラグビー新リーグ 大会フォーマット」

決定
＊2021年４月、コカ･コーラ･レッドスパークスの活動終了及び

新リーグ不参加発表により一部見直し中

【今後の主なスケジュール（予定）】
 2021年４月： 主管権の新リーグ法人への移譲
 ７月： 新リーグデビジョン別
  参加チーム確定
  新リーグ名称･理念発表
  新リーグ法人の本格始動
  （移行期間終了）
 10月： 新リーグ対戦スケジュール公表
 2022年１～５月： 新リーグ活動期間（21週）
 ５月末： ポストシーズンマッチ
  （クロスボーダマッチ、入れ替え戦）
 ６月･７月･11月： 日本代表活動期

 Ⅳ.リーグ 改 革
6ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる
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Ⅳ.リーグ改革 │ 6ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる

【新リーグフォーマット（2021年１月15日公開）】
＊2021年４月、コカ･コーラ･レッドスパークスの活動終了及び新リーグ不参加発表により一部見直し中

■新リーグ参加25チーム
NECグリーンロケッツ、 NTTコミュニケーションズシャイニングアークス、
NTTドコモレッドハリケーンズ、釜石シーウェイブス、キヤノンイーグルス、
九州電力キューデンヴォルテクス、近鉄ライナース、クボタスピアーズ、栗田工業ウォーターガッシュ、
神戸製鋼コベルコスティーラーズ、コカ･コーラ･レッドスパークス*、サントリーサンゴリアス、
清水建設ブルーシャークス、中国電力レッドレグリオンズ、東芝ブレイブルーパス、
トヨタ自動車ヴェルブリッツ、豊田自動織機シャトルズ、パナソニックワイルドナイツ、
日野レッドドルフィンズ、Honda HEAT、マツダブルーズーマーズ、三菱重工相模原ダイナボアーズ、
宗像サニックスブルース、ヤマハ発動機ジュビロ、リコーブラックラムズ　（五十音順）

（＊）2021年４月に活動中止発表に伴い不参加。

■大会フォーマット決定における検討のポイント
　①高質で均衡した試合の醸成
　②ホスト＆ビジター形式の実施
　③フォーマットの分かり易さ
　④フォーマットの一定期間固定化と段階的発展
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■開幕時における新リーグの構成
　新リーグは３部構成とし、各ディビジョン間で毎年入替え機会（入替戦）のあるオープンリーグとして運営する。

クロスボーダーマッチ （クロスボーダーマッチ：海外リーグ加盟チームとの交流戦･対抗戦）

【ディビジョン１】
２つのカンファレンス、計12チームで構成される世界基準
競技レベルの最上位リーグ

6 6

7
【ディビジョン２】
７チームで構成される
ディビジョン１入りを目指すリーグ

【ディビジョン３】
将来的に上位ディビジョン入りを目指す６チームで構成
される企業チーム／地域チームのリーグ

6ディビジョン３

ディビジョン２

ディビジョン１

毎
年

毎
年

ディビジョン３
６チーム

30試合
10試合／１チーム

・６チーム総当たり２回戦【30試合】

勝ち点順
（プレーオフなし）

入れ替え戦

毎年最大３チーム
──

ディビジョン２
７チーム
51試合

上位チーム15試合／１チーム
下位チーム14試合／１チーム

・７チーム総当たり２回戦【42試合】
・上位４チーム総当たり１回戦【６試合】
・下位３チーム総当たり１回戦【３試合】

勝ち点順
（プレーオフなし）

入れ替え戦

毎年最大４チーム
──

ディビジョン１
12（6･6）チーム

96試合
16試合／１チーム

・カンファレンスごとの
  ６チーム総当たり２回戦【60試合】
・カンファレンス交流戦
  総当たり戦【36試合】

勝ち点順
（プレーオフなし）

クロスボーダーマッチ出場権

──

上位２チームが出場

チーム数

年間試合数

リーグ戦形式

順位決定方式
(レギュラーシーズン)

順位決定方式
(ポストシーズン)

上位入替チーム数
クロスボーダーマッチ

DIVISION	1 DIVISION	2 DIVISION	3
チーム数：12（６･６）チーム

全てホスト＆ビジター
年間試合数：96試合

チーム数：７チーム
１･２回戦ホスト＆ビジター

年間試合数：51試合

チーム数：６チーム
全てホスト＆ビジター
年間試合数：30試合

■６チーム総当たり×２回戦（ホスト＆ビジター） ■６チーム総当たり×２回戦（ホスト＆ビジター）

■７チーム総当たり×２回戦（ホスト＆ビジター）
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Ⅳ.リーグ改革 │ 6ラグビーファンが熱狂する舞台をつくる

トップリーグ2021報告（2020年度実施部分）
新リーグ移行に伴い、最後のシーズンとなったトッ

プリーグは、新型コロナウイルスとの戦いの中での開
催となりました。前述の通り開幕延期、フォーマット
変更を伴いながら、2020年度中にリーグ戦５節を終
了、2021年度に入った第６節において、出場チーム
に感染者が判明し、ガイドラインに沿った判断の元１
試合が中止となりましたが、4月10日には無事リーグ
戦を終了し、プレーオフトーナメントに移行しました。

RWC2019で活躍した日本代表選手や、海外の
トッププレーヤーが数多く参加した今シーズンは、
白熱したハイレベルの試合が展開され、「最後のトッ
プリーグ」にふさわしい内容となりましたが、シー
ズンを通し、イベント開催に対する政府や自治体の
ガイドラインに従い、開催地域ごとに適用される入
場者数制限や感染予防のためのガイドラインを設け、
ファンや関係者の皆様のご理解･ご協力をいただきな

がらの開催となりました。
積極的な集客プロモーションや、ファンサービス

の実施も最低限とせざるを得ない中、集客数や収支
面は、当初計画を大きく下回らざるを得ませんでし
たが、何とかリーグを成立させることと、安全安心
にファンの皆様にご観戦いただく機会を確保するこ
とに注力したシーズンとなりました。

●リーグ戦終了時結果（2021年度実施の６節･７節結果も含む ）

2019年度 
2020年度 
対前年比

収入
1,084,327 

649,595 
▲434,792

支出
963,594
592,483

▲371,111

収支損益
120,733 
57,112 

▲63,621

実績
●ジャパンラグビートップリーグ 2021収支

総入場者数
試合数
開催数

1開催平均入場者数

2019年度
420,546

48
37

11,366

2020年度
136,912

40
40

3,423

備考
スタジアムキャパシティ制限あり
１節から５節まで
１会場１試合
目標：9,000人

2018年度
458,597

120
89

5,153

●ジャパンラグビートップリーグ 2021観客数／試合数／開催数

©JRFU photo by K.Demura

サントリー
トヨタ自動車
クボタ
NTTコム
東芝
Honda
三菱重工
宗像サニックス

レッドカンファレンス

1
2
3
4
5
6
7
8

TEAMPOS
7
6
5
3
3
1
1
1

W
0
0
0
1
0
0
1
0

D
0
1
2
3
4
6
5
6

L
34
28
25
17
16
6
6
5

Pts

パナソニック
神戸製鋼
NTTドコモ
リコー
キヤノン
ヤマハ発動機
日野
NEC

ホワイトカンファレンス

1
2
3
4
5
6
7
8

TEAMPOS
6
6
4
3
3
3
1
0

W
1
1
0
0
0
0
0
0

D
0
0
3
4
3
4
5
7

L
31
29
17
17
16
15
7
1

Pts
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 【社会貢献活動】
FOR	ALL「TRY for GREEN」プロジェクトと
して595,800円を寄付

ジャパンラグビートップリーグでは、環境保全活
動の一環として実施してまいりました2020シーズン
のFOR ALL「TRY for GREEN」プロジェクトとして、
音楽をテーマとしたアメリカンレストラン「ハードロッ
クカフェ」とコラボして販売したチャリティグッズの
売上の一部 595,800円を北海道網走市および東日本
大震災の復興支援への植林／森林保全活動として緑
の募金に寄付いたしました。

「FOR ALL 『TRY for GREEN』プロジェクト」は、
日本ラグビーフットボール協会とトップリーグ参加
チームにより、2008-2009シーズンから継続的に
実施されている、スポーツマンシップを通じた環境保
全活動を目的にした社会貢献活動です。

開始当初より継続している、「対象試合での「１ト
ライ」につき1,000円を、トライを獲得したチームと、
日本ラグビーフットボール協会の双方が寄付する」と
いう取り組みに加え、2018年からは、ハードロック
カフェとのコラボレーションを開始し、オリジナルの
ロゴをあしらったチャリティグッズを販売、売上の一
部を寄付しています。これは、ハードロックカフェが、

「TRY for GREEN」プロジェクトに賛同したことで
実現した取り組みです。

なお、リーグ戦で獲得したトライの数に応じて行う
募金活動は、ジャパンラグビートップリーグ2020大

会の中止に伴い、同シーズンは実施しないことといた
しました。

	【国際貢献活動】
「SPORT FOR TOMORROW（スポーツ･フォー･
トゥモロー）」事業：JSC-JRFU連携ラグビー国
際貢献プロジェクト（対象国ヨルダン）を３回シ
リーズで実施

日本ラグビーフットボール協会では2015年度から、
スポーツ･フォー･トゥモロー認定事業として、アジア各
国向けのラグビーを通じた協力事業を継続して行っ
ておりますが、2020年度に関しては、人的国際交流
が困難なことから、ヨルダン及びアジアの各国を対象
国としてオンラインを活用した様々な取り組みを行
いました。

①ヨルダンとオンラインでのタグラグビー体験会と
交流会（2020年11月29日 秋田県能代市）

ヨルダンの東京オリンピック･パラリンピック･ホス
トタウンである能代市において、タグラグビー体験会
を実施し、オンラインで共有することにより、ヨルダ
ンラグビー協会とヨルダンの若年層のラグビー選手に
対し、コロナ禍におけるラグビー活動再開事例を示す
とともに、両国のラグビー関係者の意見交換を行いま

 Ⅴ. 社会 連 携
7ラグビーのチカラを使って、社会の役に立ち、世界を守る
 JRFUでは、これまで様々なステイクホルダーとの連携のもと、様々な社会貢献活動や国際貢献活動を継続
してまいりました。2020年度は様々な制約により、計画通りの活動は行えませんでしたが、下記のよう取
り組みを実施しました。新しい戦略計画においても「社会連携」を重点分野の一つに挙げており、今後も
より積極的に取り組んでゆく予定です。

■寄付金額及び寄付先■
FOR ALL「TRY for GREEN」
チャリティグッズ売り上げの一部 : 595,800円
 ・北海道網走市 植林／森林保全活動 : 297,900円
 ・緑の募金 東日本大震災復興支援
　植林／森林保全活動 : 297,900円
　※緑の募金 … 公益財団法人 国土緑化推進機構
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した。本事業においては秋田県ラグビーフットボール
協会、及び 秋田ノーザンブレッツRFCに運営を担っ
ていただきました。また、その後この様子も含めた、
日本におけるコロナ禍でのラグビー活動再開に関す
る映像コンテンツを制作し、日本ラグビーフットボー
ル協会の公式YouTubeチャンネル、JAPAN RUGBY 
TVで公開しました。（2021年３月16日公開）

②女子セブンズユースアカデミー選手とヨルダンの同世
代女子選手がオンライン交流会（2020年12月26日）

女子セブンズユースアカデミーでは、2019年から
「学ぶ」「触れる」「創る」「伝える」の４つで構成さ
れるオリンピック教育を行っています。2020年は全
てオンラインで実施し、「伝える」では、12月26日に
ヨルダンの同世代の女子ラグビー選手たちとオンライ
ンで交流を行いました。はじめに、アカデミー選手３
人が、日本の文化やアカデミーでの活動、オリンピッ
クについて英語で発表しました。次に、３つのグルー
プに分かれて、自己紹介や相手国の選手に質問をし
ました。最後に、お互いの共通点や新たに発見した
ことを伝え合い、絆を深めました。

③ヨルダン、およびアジア各国のラグビー関係者とオ
ンラインでつないだウェビナー（2021年２月14日及
び20日）
２月14日、元日本代表キャプテンの菊谷崇氏の協

力のもと、いまだに新型コロナウイルス感染症の多
大な影響を受けているアジアのラグビーの仲間に向
けて、安全にスポーツが出来る状態に体のコンディ
ションを戻し体力をつけていくプログラムの提供を
目的に、自宅でできるサーキットトレーニングを紹介
するウェビナーを開催、続けてその翌週、トップリー
グが開幕した 2月20日、「RETURN TO RUGBY（ラ
グビー再開）」をテーマに、アジア各国のラグビー関
係者がコロナ禍での練習状況や直面するチャレンジ
について意見交換をし、参加者同士が学び合うウェ
ビナーを開催しました。日本のラグビー関係者から
は、コロナ禍での女子ユース代表の育成や地域での
ラグビー普及活動について情報が共有されました。

2月14日のウェビナーに関連しては、12種類のサー
キットトレーニング動画を制作し、日本ラグビーフッ
トボール協 会 の 公 式YouTubeチャンネ ルJAPAN 
RUGBY TVで公開しました。（2021年 3月19日公開）
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【ラグビー	×	デジタルアーカイブ技術】　
当協会が日本デジタルアーカイブ学会の第２回
学会賞の実践賞を受賞

2020年 3月17日に発表された、日本デジタル
アーカイブ学会の第２回学会賞において、当協会が
実践賞を受賞いたしました。

これは、RWC2019開催への準備過程のなかで、
貴重な書籍や雑誌、写真、新聞スクラップなどの
資料を整理し、「日本ラグビー･デジタルミュージア
ム 」を構築して、日本ラグビーのこれまでの道のり
を世界へ発信したことが、アーカイブされたデジタ
ルデータの新たな展開例として評価されたものです。

授賞理由に挙げられている「 日本ラグビー･デジ
タルミュージアム 」は、RWC2019で日本ラグビー
が世界から注目されることを見越し、日本国内のみ
ならず、世界中に日本ラグビーの歴史と実績、そし
てその価値を発信することを目的に、２019年８月
に公開しました。

歴史的に貴重な書籍類、日本ラグビーフットボー

ル協会に残された機関誌、写真ファイル、新聞スク
ラップなどの資料をTRC-ADEAC株式会社の技術
によりデジタルアーカイブ化し、ウェブ上で公開す
ることで、誰でも容易に貴重なデータを検索･閲覧
することを可能としました。

日本ラグビーの歴史、年代史、及び激戦を繰り

広げたテストマッチ、日本代表キャップホルダー、
RW Cの記録、そして日本選手権、大学選手権、社会
人選手権、トップリーグの全試合についてのデータ
を格納しております。

日本語だけでなく、英語･スペイン語･フランス語
にも対応したマルチリンガルなサービスになってい
ます。

RWC2019での日本代表の活躍もあり、期待通り

国内外からの日本ラグビーへの注目度は劇的に飛躍
し、当デジタルミュージアムは、ラグビーファンにと
どまらず研究者やメディアの皆様にも広く活用いた
だいております。

当サービ ス立 ち上 げ に 際しては、前 述 のTRC-
ADEAC株式会社の技術の他、図書館振興財団から
のサポートを受けるなど、複数のステークホルダー
とのコラボレーションにより実現しました。

今回日本デジタルアーカイブ学会より高く評価さ
れたことで、本取り組みが、デジタルアーカイブ技術
を活用したスポーツの歴史的価値や記録の保存と活
用の新しい方法例として価値があるものであること
が証明されました。

●日本ラグビー･デジタルミュージアム
h t t p s : // t r c - a d e a c . t r c . c o . j p /

WJ11C 0 / WJ JS02U/1310375100

 Ⅴ. 社会 連 携
8ラグビーが起点となって日本に新しい産業をうみだす
 ラグビーの持つ価値観や文化、あるいは各種活動から生まれる様々なノウハウなどは、ラグビーそのものだ
けではなく、他のスポーツや社会活動に生かせるものが多くあります。これらを広く役立ててゆくため、ラグ
ビー界にとどまらず、多くのステークホルダーや産学官各界との連携により、様々な組み合わせで新たな価
値を生み出すことを目指します。
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第57回 全国大学ラグビーフットボール選手権大会
開催期間：2020年11月21日（土）～ 2021年１月11日（月･祝）
　　会場：国立競技場、秩父宮ラグビー場（東京）、パロマ瑞穂ラグビー場 (愛知県）、
　　　　　東大阪市花園ラグビー場（大阪府）、福岡県営春日公園球技場（福岡県）
　　優勝：天理大学（初優勝）
　準優勝：早稲田大学

明治大学
関東大学対抗戦Ａグループ

１位

43

34

28

108

19

78

29

47

14

55

33

41

24

0

7

21

19

17

8

27

28

14

14

15
日本大学

関東大学リーグ戦１部
３位

朝日大学
東海北陸・

中国四国地区代表

福岡工業大学
九州学生リーグＩ部

１位

八戸学院大学
北海道・

東北地区代表

流通経済大学
関東大学リーグ戦１部

２位

筑波大学
関東大学対抗戦Ａグループ

５位

天理大学
関西大学Ａリーグ

１位

東海大学
関東大学リーグ戦１部

１位

同志社大学
関西大学Ａリーグ

２位
※出場辞退

京都産業大学
関西大学Ａリーグ

３位

帝京大学
関東大学対抗戦Ａグループ

４位

慶應義塾大学
関東大学対抗戦Ａグループ

３位

早稲田大学
関東大学対抗戦Ａグループ

２位

【
優
勝
】

天
理
大
学

1回戦 2回戦 3回戦 準々決勝 準決勝 決勝

※同点のため
　抽選にて勝敗決定

不戦勝

不戦敗
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第71回 全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会
開催期間：2021年１月２日（土）～１月６日（水）
　　会場：パロマ瑞穂ラグビー場 (愛知県)
　　優勝：大阪体育大学（初優勝）
　準優勝：鹿児島大学

東京学芸大学

21

52

56

31

106

71

19

0

7

5

0

14

松山大学

鹿児島大学

東北大学

茨城大学

金沢大学

大阪体育大学

【
優
勝
】

大
阪
体
育
大
学

1回戦 準決勝 決勝
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第28回 全国クラブラグビーフットボール大会
開催期間：2021年１月10日（日）～２月21日（日）
　　会場：熊谷スポーツ文化公園（県営熊谷ラグビー場、Ｂグラウンド） (埼玉県)、
　　　　　パロマ瑞穂ラグビー場 (愛知県)、鶴見緑地球技場（大阪府）
　　優勝：神奈川タマリバクラブ（５大会ぶり11回目）／ 愛知教員クラブ（初優勝）（両チーム優勝）

27

22

24

24

3

10

59

13

【
優
勝
】

神
奈
川
タ
マ
リ
バ
ク
ラ
ブ

愛
知
教
員
ク
ラ
ブ

1回戦 2回戦 準決勝 決勝

※中止

※中止

※中止

※中止

神奈川タマリバクラブ
（神奈川県）

宇都宮VOLT’S
（栃木県）
※出場辞退

名古屋ラグビークラブ
（愛知県）
※出場辞退

ハーキュリーズ
（東京都）

六甲ファイティングブル
（兵庫県）

北海道バーバリアンズ
（北海道）
※出場辞退

三菱自動車水島ラグビー部
（岡山県）
※出場辞退

東京闘球団高麗
（東京都）

愛知教員クラブ
（愛知県）

※両チーム優勝

第３章　記録／表彰
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シ 東海大大阪仰星
佐賀工

大津緑洋
長崎北陽台

函館ラ･サール
川越東

明和県央
シ 京都成章

米子工
熊本西

早稲田実
尾道

松韻学園福島
城東
新田

シ 東福岡
長崎南山

筑紫
坂出第一
創志学園

石見智翠館
岡谷工

四日市工
シ 桐蔭学園
茗溪学園
黒沢尻北

日本航空石川
仙台育英学園

富山第一
若狭東

青森山田
シ 大阪朝高

朝明
昌平

松山聖陵
高知中央

西陵
東海大静岡翔洋

秋田工
シ 御所実
報徳学園

國學院栃木
名護

東海大相模
光泉カトリック

山形中央
旭川龍谷

シ 目黒学院
玉島

開志国際
大分東明
新潟工
関商工
熊野

中部大春日丘
シ 関西学院高等部

盛岡工
流経大柏

高鍋
鹿児島実

札幌山の手
常翔学園

日川
76

19

30

43

67

12

14
7

26

21

7

0

0

15

24

75

24

7

7

3
12

50

5

21

12

0

5

31

64

41

129

5

0

12
7

64

0

28

33

29

0

24

69

64

0

0

14
7

56

7

22
31

7

68

22

26

34

0

12

14

21

48

0

38

43

0

8

52

92

48

55

0

5

12

26

63

5

28

48

0

0

0

26

5

57

48

57

24
40

5

25

17

12

78

0

0

50

3

36

42

61

0

53

13

37

3

0

58

7

流経大柏

大阪朝高

10

14

京都成章

東福岡

24

21

東海大大阪仰星

東福岡

21

桐蔭学園

御所実準
々
決
勝
抽
選

7

50

京都成章

中部大春日丘 3

14

21

大阪朝高

桐蔭学園

12

15

40

32

準
決
勝
抽
選

【
優
勝
】

桐
蔭
学
園

※シ ：シード校

※同点のため
　抽選にて勝敗決定

1回戦 2回戦 3回戦

17

準々決勝 準決勝 決勝開催期間：2020年12月27日（日）～ 2021年１月９日（土）
　　会場：東大阪市花園ラグビー場、
　　　　　第２グラウンド、第３グラウンド（大阪府）
　　優勝：桐蔭学園高等学校（２年連続３回目）
　準優勝：京都成章高等学校

第100回全国高等学校ラグビーフットボール大会
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第22回 全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会
開催期間：2021年３月25日（木）～３月31日（水）
　　会場：熊谷スポーツ文化公園（県営熊谷ラグビー場、Bグラウンド、Cグラウンド、熊谷補助陸上競技場）（埼玉県）
　　優勝：東福岡高校（４年ぶり６回目）
　準優勝：桐蔭学園高等学校
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東
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1回戦 ２回戦 準々決勝 準決勝 決勝
天理

秋田工

大分東明

流経大柏

桐蔭学園

高鍋

京都成章

札幌山の手

常翔学園

佐沼

読谷

茗溪学園

大阪桐蔭

明和県央

長崎北陽台

仙台育英学園

石見智翠館

日本航空石川

洛北

國學院栃木

東海大大阪仰星

開志国際

朝明

日川

東福岡

黒沢尻北

松山聖陵

早稲田実

中部大春日丘

熊谷工業

佐賀工

函館ラ･サール
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第51回 全国高等学校専門学校ラグビーフットボール大会
開催期間：2021年１月４日（月）～１月９日（土）
　　会場：神戸総合運動公園ユニバー記念競技場、神戸総合運動公園ユニバー記念競技場補助競技場（兵庫県）
　　優勝：奈良工業高等専門学校（３年連続４回目）
　準優勝：宇部工業高等専門学校
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33
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24

39

26
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19
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【
優
勝
】

奈
良
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業
高
専

1回戦 ２回戦 準決勝 決勝

不戦敗

不戦勝

奈良工業高専
（近畿代表）

豊田工業高専
（関東信越･東海北陸代表）

佐世保工業高専
（九州沖縄第２代表）

函館工業高専
（北海道代表／33年連続44回目）

神戸市立工業高専
（開催県代表／32年連続48回目）

津山工業高専
（中国･四国第１代表／７年連続８回目）

久留米工業高専
（九州沖縄第１代表／10年連続32回目）

秋田工業高専
（東北第２代表／５年連続９回目）

宇部工業高専
（中国･四国第２代表／２年連続24回目）

仙台高専・名取
（東北第１代表／32年連続41回目）



Japan Rugby Football Union52

第７回 全国女子 ラグビーフットボール選手権大会
開催期間：2021年２月21日（日）
　　会場：パロマ瑞穂ラグビー場 (愛知県)
　　優勝：MIE WOMEN'S RUGBY FOOTBALL CLUB PEARLS
　準優勝：Morning Bears

プールＡ

京都成章

富島

PEARLS

■予選プール　10月24日（土）　熊谷ラグビー場 Ａグラウンド

■決勝トーナメント　10月25日（日）　熊谷ラグビー場 Ａグラウンド

■カップ順位
 １位 京都成章高等学校
 ２位 関東学院六浦高等学校
 ３位 石見智翠館高等学校
 ４位 國學院大學栃木高等学校

京都成章

──

0 - 48

0 - 19

富島

48 - 0

──

48 - 0

PEARLS

19 - 0

0 - 48

──

順位

1

3

2

プールＢ

國學院栃木

北海道選抜

追手門学院

國學院栃木

──

0 - 42

17 - 19

北海道選抜

42 - 0

──

48 - 0

追手門学院

19 - 17

0 - 48

──

順位

1

3

2

プールＣ

石見智翠館

東北選抜

鳴門渦潮

石見智翠館

──

0 - 52

0 - 45

東北選抜

52 - 0

──

27 - 0

鳴門渦潮

45 - 0

0 - 27

──

順位

1

3

2

プールＤ

福岡レディース

北信越選抜

関東学院六浦

福岡レディース

──

12 - 29

20 - 5

北信越選抜

29 - 12

──

38 - 5

関東学院六浦

5 - 20

5 - 38

──

順位

2

3

1

関東学院
六浦

石見
智翠館

石見智翠館

國學院
栃木京都成章

■プレート順位
 １位 PEARLS
 ２位 福岡レディースラグビーフットボールクラブ
 ３位 追手門学院高等学校
 ４位 鳴門渦潮高等学校

■ボウル順位
 １位 北信越選抜
 ２位 富島高等学校
 ３位 北海道選抜
 ４位 東北選抜

京都成章

福岡
レディース鳴門渦潮追手門

学院PEARLS 北信越
選抜

東北
選抜

北海道
選抜富島

1715

1210

12

14

15

34

カップ優勝

追手門学院

PEARLS

2217

543 710

10

7

26

12

プレート優勝

北海道選抜

北信越選抜

31197

22

22

12

ボウル優勝

第３回 全国U18女子セブンズ ラグビーフットボール大会
開催期間：2020年10月24日（土）～ 10月25日（日）
　　会場：熊谷スポーツ文化公園（県営熊谷ラグビー場）（埼玉県）
　　カップトーナメント優勝：京都成章高等学校
　プレートトーナメント優勝：PEARLS
　　ボウルトーナメント優勝：北信越選抜

※今年度は１試合のみMorning Bears 0 - 41 PEARLS
【優勝】

第３章　記録／表彰



A nnua l Repor t 2020 -2021 53

記録／表彰 │ 女子大会記録 ･ JRFU表彰制度

JRFU 表彰制度の目的は、永年にわたり各地での
ラグビーの振興、発展に寄与、貢献した個人または
団体に対し、敬意および謝意を表することとし、 地
域に於ける普及活動等に対する評価と表彰の機会を
設けることにより、顕著な実績を残した地域活動へ
の功労と同時に、好事例の情報集約により、情報の
共有化を促進します。

JRFU表彰制度には以下の三つの賞がございます。
（1）功労賞

永年にわたり、各分野でのラグビーの普及、振
興に寄与、貢献した個人または団体

（2）普及活動功労賞
永年にわたり、全国各地でラグビースクール、

各層のクラブチーム等の指導･運営に熱心に携わ
り、競技人口の増加や地域でのラグビー活動の
活発化、青少年の健全な育成に関し顕著な功績
を遺した個人または団体

（3）普及活動優秀協会賞
戦略計画に掲げるビジョン、ミッション達成に

向けて質、量ともに優秀な普及活動と功績を残し
た都道府県ラグビーフットボール協会およびその
傘下の協会

当年度においては、三支部協会からの推薦を受け、
選考委員会にて審議した結果以下の６名について「功
労賞」に値するものとして理事会に諮問され承認され
ました。

2020年度 JRFU表彰制度・コーチングアワード受賞者
JRF U表彰制度

蜂谷	將史	氏		［関東協会推薦］
長年に亘り、医師として、神奈川県大学ラ
グビー、国体代表チームのチームドクター
として医療面でのバックアップを行ってき
たことに加え、横浜南共済病院院長、県
協会医務委員長として、後継医師の育成
に尽力してきた功績に対するもの。

常深	隼太郎	氏		［関西協会推薦］
長年にわたり、医師として、兵庫県ラグ
ビー協会医務委員長、及び県協会副会長、
神戸市ラグビー協会会長等の役職を歴任
し、医療面、安全面での功績に対するもの。

齋藤	次彦	氏		［関東協会推薦］
長年に亘り、岩手県ラグビー協会の役員

（副会長、評議員、監事）、北上市ラグビー
協会会長、同市体育協会会長としての普
及活動等への功績に対するもの。また、
同時に医師としても安全対策、後継医師
の育成に尽力してきた功績に対するもの。

花田	亮	氏		［九州協会推薦］
長年に亘り、保健体育教諭として県内高校
に勤務し、ラグビーの普及･選手育成、レフ
リーの育成に努めた功績及び、九州協会理
事長、日本協会理事、日本協会評議員とし
て九州のみならず、日本におけるラグビー
の普及･発展に尽力した功績に対するもの。

榎本	豊	氏		［関西協会推薦］
1965年 に 和 歌 山 県 内 初 の 和 歌 山 ラ グ
ビースクールを設立したことを始めとし、
県内各地域でのスクール設立への助言・指
導を行うなどの功績、又、県協会理事長
としての功績に対するもの。

有田	哲正	氏		［九州協会推薦］
医師として、1997年より、熊本県メディ
カル委員会委員長、九州協会メディカル委
員会委員として、安全対策に貢献したと
ともに、RWC 2019日本大会では、熊本
会場におけるメディカル体制の構築、後継
医師の育成に尽力した功績に対するもの。

［功労賞 受賞者一覧］
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本表彰制度は2017年度に制定したもので、ラグ
ビー指導者の資質向上の啓発と、学習意欲の高い
指導者コミュニティ創出を目的としています。

選考プロセスとして、「 コーチングアワード選考
委員会 」を設置し、選考基準をもとに、候補者の
選出を行い、最終的には理事会にて承認されます。

■選考基準
（1）選手個々の資質を開花させ、最大限のパフォー

マンを発揮することで、チームの勝利に貢献し
た指導者

（ ２ ）独自のコーチング哲学を掲げ、体現し、結
果と共に他の指導者への影響度が高い指導者

当年度については、新型コロナウイルス感染拡大
による活動制限により、選考機会の確保が困難で
あり、公平な選考プロセスが担保できないと判断、
受賞者の選出を見送らせていただきました。

ジャパンラグビーコーチングアワード



A nnua l Repor t 2020 -2021 55

自治体ワンチームは、ラグビーワールドカップ2019™
日本大会（RWC2019）における開催自治体、 公認
チームキャンプ地自治体、またラグビーの応援・発展
を志す全国の自治体により設立されました。
 

［ 自治体ワンチームとは？］
RWC2019で高まったラグビーの盛り上がりを一過

性のものとせず、日本全国におけるラグビーの普及・
振興、ラグビーを行う環境の整備促進、ラグビーを契
機とした地域振興・まちづくり促進、青少年・社会教
育活動の促進などに繋げていくため、19の主要な開

催自治体を中心に計131自治体が集い、2020 年 3月
10日に設立しました。（2021年 3月31日現在 加盟数
139自治体）

昨年度は、RWC 2019 一周年を記念したSNSハッ
シュタグ企画、ロゴマークの策定、ホームページの作

成を実施しました。
今後も自治体ワンチームは、日本ラグビーフットボー

ル協会と連携し、日本全国におけるラグビーの発展
に向けた活動を推進していきます。
〈自治体ワンチームウェブサイト〉

 https:// j ich i ta i -oneteam.com/

RWC2019で飛躍的に増加した新しいラグビーファ
ンの皆様との繋がりや、RWC2019での盛り上がりを
継続し、さらなるラグビーの発展を目指して、新しい
WEBサービス「ラグビーファンID」の登録の受付を
2019年11月27日から開始しました。2021年 3月末時
点で約22万人のご登録をいただいております。

 

［ 概要 ］
「ラグビーファンID 」は、日本代表をはじめとした

国内の大会・試合情報やオススメのチケットなどのラ
グビー情報を、登録したファンの皆様にメールでお届
けする登録無料のサービスです。ご登録いただいた
ファンの皆様がラグビーを世界一楽しむことができる
機会の創出を目指します。

将来的にはチケットの先行抽選やグッズ購買、試合
会場での来場者サービスへの活用など、ファンとラグ
ビーの距離がより近くなり、コミュニケーションが長期
的に継続する仕組みを構築していく予定です。

RWC2019レガシー

ラグビーとの地域協創を推進する自治体連携協議会
“自治体ワンチーム” が発足

新しいファンとの繋がりを継続するためのサービス
“ Rugby Fan ID” 開始

2020年３月の設立総会の様子
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 ［ Impact Beyond 2019報告書 ］
RWC 2019の開催が日本国内とアジア全体におけ

るラグビー普及にいかに大きな影響を与えたかに関
する、ワールドラグビーによる公開資料が 2020 年 9月
9日付で公開されました。

 〈 報告書のポイント〉
RWC 2019を日本で開催したことによって、アジア

全体では初めてラグビーを経験した人の数は225万人
にのぼりました（ 2016年以降）。そのうちの43.1％は
女子。伝統国以外で初、アジアで初めて開催された
ワールドカップによって、ラグビーがより多くの国で
広く親しまれるスポーツに成長しています。

RWC 2019をきっかけに開始した「全国一斉ラグ
ビー体験会 」の2019年参加者数は26,000人。

開催都市を中心に、子ども達にラグビーボールに触
れていただける機会が増えました。当年度は新型コ
ロナウイルス感染症の影響で活動できていませんが、
体験会は今後も継続されます。

RWC 2019の開催都市を中心に全国の小学校でタ
グラグビーが導入され、2016年以降76万9,000人もの
子ども達がタグラグビーを学校で体験しています。タ
グの研修を受けた先生、タグティーチャーも14,552人
誕生。誰もが安全に楽しめるタグラグビーが全国に広
まってきています。

 ［ラグビーワールドカップ2019™未来計画レポート］
2020年12月には、「ラグビーワールドカップ2019™

日本大会（ RWC2019）未来計画のレポート」を公開
いたしました。

RWC2019未来計画とは、ラグビー界とRWC2019
開催自治体とが連携して策定した計画で、大会開催
を通じラグビー振興に貢献し、大会終了後も全国の
地域社会にラグビーを根付かせていくことを目的と
しており、本レポートはその活動の成果をまとめたも
のとなります。

当協会は、今後もこの未来計画の基本姿勢に基
づき、RWC2019大会終了後に発足した自治体ONE 
TEAMとも連携しながら、RWC2019の成功を今後の
さらなるラグビー普及と発展につなげてまいります。

RWC2019レガシー

RWC2019に伴う普及活動などに関する
各種報告書が公開
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新型コロナウイルスの感染が広がり始め、初めての
事象に不安を抱えて迎えた2020年度はまさに「ウィ
ズコロナ」の１年でした。誰もが初めてのこの状況に、
春の大会 ･ 試合･ 練習 ･ 講習会 ･ 会議等、様々な活動
が中止を余儀なくされました。

再開の目途がたたず、不安が増す一方で、悪いこと
ばかりではありませんでした。会議や講習会はオン
ラインシステムを使用し開催した結果、例年より参
加率が上がるなどの思わぬ効果がありました。また、
新型コロナウイルス感染拡大防止対策のガイドライン
を策定し、ガイドラインに則り運営を行った結果、こ
れまでの慣例とは異なるコンパクトな運営方法を見
つけ出すきっかけにもなりました。

関東協会管轄内でも、地域の行政の方針 ･感染状

況 ･医療体制の状況が異な
り、様々な角度から協議
を重ねてきました。答えが
見つからない時には、関東
協会の組織図に立ち返って
います。関東協会の組織図
は、最上部にプレーヤー、その下にチーム、都道県協
会、各委員会と続きます。「『プレーヤーが』いかに
安全に 」を最重要と考え、判断し準備をしてきました。
2021年度もまた「ウィズコロナ」シーズンとなりま
すが、2020年度の経験を活かし、一歩先に進み、プレー
ヤーの安全確保、ファンの方々の満足度を上げるため
の方法を工夫し、シーズンを進めていきます。

関東ラグビーフットボール協会
www.rugby.o r. j p
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会長　海老原 洋一
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7

九州電力
キューデンヴォルテクス
（Ｂグループ３位）

栗田工業
ウォーターガッシュ
（Ａグループ４位）

マツダ
ブルーズーマーズ
（Ｂグループ４位）

釜石
シーウェイブスRFC
（Ａグループ３位）

釜石
シーウェイブスRFC

●主要大会結果

豊田自動織機
コカ･コーラ
九州電力
マツダ
中国電力

中国電力マツダ九州電力コカ･
コーラ

豊田
自動織機 勝点 順位

──

19 -39

28 -61

10 -61

12 -90

39 -19

──

0 -35

8 -39

12 -49

61-28

35 -0

──

14 -15

14 -27

10 -61

39 -8

15 -14

──

0 -5

12 - 90

49 -12

27-14

5 -0

──

20

15

9

5

1

1

2

3

4

5

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

近鉄
清水建設
釜石SW
栗田工業

栗田工業近鉄 清水建設 釜石SW 勝点 順位

──

33 -70

15 -36

11-52

70 -33

──

20 -21

36 -33

36 -15

21-20

──

24 -35

52 -11

33 -36

35 -24

──

15

5

5

4

1

2

3

4

トップチャレンジリーグ　＊三支部協会共催

トップチャレンジリーグ最終順位
チーム

豊田自動織機
近鉄

コカ･コーラ
清水建設
釜石SW
栗田工業
九州電力
マツダ
中国電力

3/21㈰
AGFフィールド

4/3㈯
広島総合ラグ

20

50

29

9

22

10

５～８位決定戦

九州電力
キューデンヴォルテクス

11

豊田自動織機
シャトルズ

（Ｂグループ１位）

清水建設
ブルーシャークス
（Ａグループ２位）

コカ･コーラ
レッドスパークス
（Ｂグループ２位）

近鉄
ライナーズ

（Ａグループ１位）

豊田自動織機
シャトルズ

3/20㈯
花園

4/3㈯
布引グリーン

4/3㈯
布引グリーン

71

21

4/3㈯
広島総合ラグ

47

36

21

17

83１～４位決定戦

コカ･コーラ
レッドスパークス
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●第30回東日本クラブ選手権大会　　
　優勝：東京闘球団高麗
準優勝：岩手ブレイズラガー　

●第17回 東日本トップクラブリーグ
　優勝：神奈川タマリバクラブ
準優勝：ＲＫＵドラゴンズ

●OTOWAカップ 第31回 関東女子ラグビーフットボール大会（一般の部）
　優勝：Morning Bears
準優勝：YOKOHAMA TKM　東京山九フェニックス
  

＊2020年度トップイーストリーグに関しましては、新型コロナウイルス感染症の影響で開催を中止いたしました。

●関東大学対抗戦Ａグループ

2020 /12 /6 最終結果
※明治･早稲田、帝京･筑波は当該校の対戦により大学選手権出場枠は明治を１位、早稲田を２位、帝京を４位、筑波を５位とする。

明治大
早稲田大
慶應義塾大
帝京大
筑波大

日本体育大
立教大

青山学院大

帝京大明治大 早稲田大 慶應義塾大 勝点 順位
──

14 -34

13 -12

23 -39

17 -33

不戦敗

15 -73

10 - 82

34 -14

──

11-22

29 - 45

22 -50

5 - 70

7-46

21- 47

12 -13

22 -11

──

27-30

30 -19

0 -74

5 -78

0 -78

39 -23

45 -29

30 -27

──

17-54

10 -98

7-106

0 -122

筑波大
33 -17

50 -22

19 -30

54 -17

──

14 -41

7-52

15-80

日本体育大
不戦勝

70 -5

74 -0

98 -10

41 -14

──

21 -23

26 -32

立教大
73 -15

46 -7

78 -5

106 -7

52 -7

23 -21

──

17 -22

青山学院大
82 -10

47 -21

78 -0

122 -0

80 -15

32 -26

22 -17

──

24

24

20

16

16

8

4

0

1

2

3

4

5

6

7

8

●関東大学リーグ戦１部

2020 /12 /6 最終結果
※東海･流通経済、日本は当該校の対戦の試合を除いた、残りの試合における総得失点差により大学選手権出場枠は東海を１位、流通経済を２位、日本を３位とする。
※関東学院･専修は当該校の対戦により関東学院を７位、専修を８位とする。

東海大
流通経済大
日本大
法政大
中央大

大東文化大
関東学院大
専修大

法政大東海大 流通経済大 日本大 勝点 順位
──

38 -55

不戦勝

19 -31

5 -64

12 -55

24 -52

0 -85

55 -38

──

14 -40

10 -28

7- 64

10 -19

31-95

17- 52

不戦敗

40 -14

──

22 -35

28 -33

5 -88

5 -50

10 -29

31-19

28 -10

35 -22

──

23 -28

12 -33

6 -33

7-75

中央大
64 -5

64 -7

33 -28

28 -23

──

△29 -29

25 -28

10 -21

大東文化大
55 -12

19 -10

88 -5

33 -12

△29 -29

──

26 -31

29 -19

関東学院大
52 -24

95 -31

50 - 5

33 - 6

28 -25

31-26

──

21-48

専修大
85 -0

52 -17

29 -10

75 -7

21-10

19 - 29

48 -21

──

24

24

24

16

10

6

4

4

1

2

3

4

5

6

7

8
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2020年度は新型コロナウイルスの感染拡大により、
各カテゴリーの様々な大会やイベントの中止、日常
の活動さえも制限されることになり、ラグビーワール
ドカップ2019日本大会のレガシーを継続することが
非常に困難な年になりました。

そんな中で、関西大学Ａリーグは開催を延期しなが
らも交流戦を経て、フォーマットを変更して開催する
ことが出来ました。また、人数の制限をしなければな
りませんでしたが、お客様を入れて試合を開催出来
たことは、開催府県協会や関係者の皆さまのご支援
やご協力のお陰であり、心より感謝申し上げます。

第57回全国大学ラグビーフットボール選手権では、
天理大学が初優勝を飾り、関西勢としては1985年の
同志社大学以来、36年振りの優勝となったことは大変
喜ばしいことでした。コロナ禍において、関西に明
るい話題を届けてくれました。関西協会管下の大学
が毎年優勝争いに加われるように、今後も継続した
大学の強化を図っていく所存です。

トップウェストリーグは開催と中止を繰り返し、残
念ながら全体の19パーセントしか消化出来ませんで
した。それでも試合に向けて当該チームがしっかり

と準備を行い、少しでも
試合が開催出来たことは、
ラグビーに対する熱い思
いと、マッチオフィシャル
やドクターをはじめとする、
運営関係者の皆さまのご
協力があったからだと思います。ご対応いただきまし
た皆さまに、心より御礼申し上げます。

普及･育成活動には予てより熱心に活動してきまし
たが、2020年度の大会やイベントは殆どが中止とな
り、子供たちがラグビーを楽しむ機会が失われまし
た。スクールの競技人口は増えていますので、少し
でも多くの子供たちがラグビーを続ける環境整備を
行う必要があると再認識した次第です。

関西協会では、「 普及 」「育成 」「 強化 」「 社会貢
献 」の４つの柱でラグビーの更なる発展を目指すビ
ジョン･ミッションを作成しました。全てのカテゴ
リーの委員会と新たな連携を構築し、関西22府県
がひとつになってこれからもラグビーの発展に努力
して参ります。

関西ラグビーフットボール協会
www.rugby-kansa i . o r. j p

第４章　支部報告

会長　萩本 光威

●主要大会結果

＊近畿大学にて新型コロナウイルス感染者発生のため、順位決定戦を棄権。Oddリーグは４位となった。

※天理大学は５年連続12回目の優勝

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

天理大学

関西学院大学

近畿大学

摂南大学

摂南大天理大Oddリーグ 関学大 近畿大 分 順位

●
17-43
●
0 -50
●
0 - 64

── ○
43-17

●
14-28
●

31-52

──

○
50-0
○

28-14

●
13-47

──

○
64-0
○

52-31
○

47-13

──

0

0

0

0

負

0

1

2

3

勝

3

2

1

0

1

2

4*

3

関西大学リーグ戦Ａリーグ

同志社大学

京都産業大学

立命館大学

関西大学

関西大同志社大Evenリーグ 京産大 立命館大 分 順位

●
19-49
●

19-53
●

31-33

── ○
49-19

●
27-33
●

10-34

──

○
53-19
○

33-27

●
0 -38

──

○
33-31
○

34-10
○
38- 0

──

0

0

0

0

負

0

1

2

3

勝

3

2

1

0

1

2

3

4

最終順位

チーム
天理大学
同志社大学
京都産業大学
関西学院大学
立命館大学
摂南大学
関西大学
近畿大学

順位決定戦（１～４位決定戦）

関西学院大学

天理大学
11月29日（日） 宝が池

12:00

14:00

京都産業大学

同志社大学

21

54

-

-

28

21

順位決定戦（５～８位決定戦）

近畿大学

摂南大学
12月６日（日） 宝が池

中止

14:00

関西大学

立命館大学

棄権

33

-

-

不戦勝

55
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三菱自動車京都
レッドエボリュー
ションズ

島津製作所
Breakers

豊田通商
BLUEWING

ユニチカ
フェニックス

Daigas
Struggers

JR西日本
レイラーズ

大阪府警察

中部電力

三菱自動車ユニチカＡリーグ 豊田通商 島津製作所 分 順位

○
66 -12

●
17-27

●
19 -36

──

Daigas

○
72 -3

○
27-17

●
7- 77

──

JR西日本

中止 中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止中止

中止中止

中止中止

中止中止

中止

中止

中止

中止

中止 中止 中止中止中止

中止

中止

●
3 -72

●
7- 74

●
7- 83

●
12 -66

──

大阪府警

──

中部電力

──

○
83- 7

○
77- 7

○
36-19

──

──

○
74 - 7

──

負 得点失点得失差勝

0

0

266

-9

-27

-163

0

-67

0

0

29

106

102

196

0

74

0

0

295

97

75

33

0

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

1

3

0

1

0

0

4

1

2

0

0

0

トップウェストＡ
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皆さまには、常日頃よりラグビー発展のためご尽
力を頂きありがとうございます。

４月に発動された緊急事態宣言を受け全てのラグ
ビー活動が自粛と成り、今年度予定していた大会
や選考会等は中止又は延期、講習会はリモート参
加となり、新型コロナウイルス感染症に振り回さ
れた一年でありました。

社会人（トップキュウシュウリーグ ）･ クラブ（ 九
州トップクラブリーグ ）については、何とか開催出
来ないかと新型コロナウイルス感染症の状況を見な
がら検討進めてきましたが、感染状況･選手の安全
性を考慮し、やむなく中止といたしました。

そうした中、大学委員会では九州学生リーグの１位
が大学選手権への出場権を得ることから、短期間で
の開催フォーマットに変更を行い、万全の感染防止
策を講じながら、大会を開催し順位を決定いたしま
した。そのフォーマットは１部リーグ８チームを昨
年の順位を基に均等にＡブロック･Ｂブロック（ 各４
チーム）に分け、リーグ戦を行い各ブロック上位２
チーム及び下位２チームによるトーナメントを行い
順位を決定いたしました。（ 優勝：福岡工業大学２ぶ

り28回 目 の 優 勝 ）（ 大 学
選手権 九州地区代表とし
て出場権を得る ２年ぶり
27回目の出場)

また、各県高校委員会
で全国高校大会に向け、
感染防止策を講じながら予選会を実施し何とか各
県代表の選出は行えましたが、今年は100回の記念
大会であり九州ブロックに１校の特別出場枠が設け
られたことから、福岡県を除く７県の２位チームに
よるトーナメントを行い出場チームの決定戦を行い
ました。当初、沖縄県での開催を予定しておりまし
たが新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し急遽、
大分県の湯布院スポーツセンターで開催し九州ブ
ロック１校を決定いたしました。(長崎南山高校　３
大会ぶり６回目の出場)

これから、 さらに 「 プレイする人 」 「 応援･観る
人 」 「 支援する人 」などのラグビーファミリーを増
やし、素晴らしいスポーツであるラグビーを皆さま
で支え応援してきましょう。

よろしくお願い致します。

九州ラグビーフットボール協会
www.rugby-kyushu . jp

第４章　支部報告

会長　久木元 孝行

●主要大会結果

九州共立大

福岡工業大

九州大

志學館大

志學館大九州共立大福岡工業大 九州大 順位

──

──

──

──

1

2*

3

勝点

12

12

5

0

分

1

1

0

0

敗

0

0

2

3

勝

2

2

1

0

九州学生リーグⅠ部

Ａブロック

●
7-87

△
19-19

△
19-19

●
10-69
●

0 -151
●

10-65

○
69 -10

○
87- 7

○
135-0
○

151- 0
○

65 -10
●

0 -135

福岡大

日本文理大

鹿児島大

西南学院大

西南学院大福岡大 日本文理大 鹿児島大 順位

──

──

──

──

1

2

3

4

勝点

14

11

4

0

分

0

0

0

0

敗

0

1

2

3

勝

3

2

1

0

Ｂブロック

●
0-59

●
15-21

○
21-15

●
19-48
●
7-57

●
26-34

○
48 -19

○
59- 0

○
59-19
○
57- 7
○

34-26
●

19-59
＊九州共立大学と福岡工業大学に於いて獲得点が同点のため、総得失点差で九州共立大学が福岡工業大学
を上回り、九州共立大学を１位とする

※福岡工業大学は２年ぶり28回目の優勝

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

最終順位

チーム
福岡工業大学
日本文理大学
九州共立大学
福岡大学
鹿児島大学
西南学院大学
九州大学
志學館大学

順位決定戦

11月７日（土）

11月14日（土）

11月８日（日）

①

②

③

④

３位決定戦

優勝決定戦

７位決定戦

５位決定戦

13:00

14:30

12:00

13:00

12:00

14:30

12:00

14:30

日本文理大学

福岡工業大学

西南学院大学

志學館大学

福岡大学

福岡工業大学

志學館大学

鹿児島大学

九州共立大学

福岡大学

九州大学

鹿児島大学

九州共立大学

日本文理大学

九州大学

西南学院大学

（B2位）

（A2位）

（B4位）

（A4位）

（A1位）

（B1位）

（A3位）

（B3位）

湯布院青少年スポーツセンター

福岡大学グラウンド

福岡大学グラウンド

鹿児島県サッカー･ラグビー場Ｂ

福岡大学グラウンド

福岡大学グラウンド

西南学院大学田尻グリーンフィールド

西南学院大学田尻グリーンフィールド

22-26

21-37

7-21

108-0

28 -17

21-38

37-21

21-43
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第５章

ガバナンスについて
Governance

©JRFU  Yuka Shiga
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第５章　ガバナンスについて

2020年度評議員
 赤間 英夫 今里 良三 上原 健
 遠藤 利明 大塚 吉兵衛 大塚 久利
 大東 和美 荻原 俊夫 小渕 優子
 川村 幸治 岸田 則子 北野 稔
 木下 博夫 小西 宏 近藤 誠一
 島田 義生 白根 敬介 進藤 孝生
 杉原 功一 中谷 元 日野 康英
 丸山 浩一 丸山 裕子 溝畑 寛治

2020年度理事･監事
■会長：森 重隆
■副会長：清宮 克幸 山城 泰介
■専務理事：岩渕 健輔
■会計役：鈴木 彰
■理事：

 浅見 敬子 石井 淳子 稲澤 裕子
 久木元 孝行 齋木 尚子 境田 正樹
 谷口 真由美 土田 雅人 常深 伸太
 中竹 竜二 中村 明彦 浜本 剛志
 藤井 雄一郎 前田 直毅 松原 忠利
 水越 豊 山本 巧 渡瀬 裕司
 渡辺 一郎

■監事：
 坂井 秀行 袖山 裕行
＊2021年６月評議員会にて評議員、理事、監事の改選が行わ

れており、2021年度評議員、理事、監事が別途決定しており
ます。

ガバナンス関連委員会について
■ガバナンス委員会

スポーツ団体ガバナンスコードに沿った当協会
のガバナンスに関する監督･提言等を目的とする
委員会

〈2020年度活動〉
ガバナンス体制の強化に向け右記の規定を整備

しました。

2020年度組織体制（評議員会、理事会、委員会）

　［原則１］
組織運営等に関する基本計画を策
定し公表すべきである。
　［原則３］
組織運営等に必要な規程を整備す
べきである。

　［原則２］
適切な組織運営を確保するための
役員等の体制を整備すべきである。

　［原則13］
地方組織等に対するガバナンスの
確保、コンプライアンスの強化等
に係る指導、助言及び支援を行う
べきである。

　［原則８］
利益相反を適切に管理すべきである。

新設

区分対象規定 対応ガバナンスコード

新設

改定

新設

新設

新設

組織規程

役員等候補者に関する
規程

役員等の選任に関する
規程

役員等候補者の選考に
関するガイドライン

利益相反取引管理規程

加盟団体規程

利益相反ポリシー

■総務委員会
各種規程の新設･改廃に関する助言を目的とする

委員会
〈2020年度活動〉

規程のカテゴリー分類（基本規程、業務規程、人
事労務規程、経理規程、総務規程、監督･コンプラ
イアンス規程）と各規程の主管となる事業遂行責任
者、委員長を定め、前述ガバナンス関連規定の他、
以下の規定の改廃等、規程の取扱いについて整理
しました。

 対 象 規 定 区 分

 服務規程 新設

 倫理及び処分規程 新設

 委員会に関する規程 廃止

 事務局に関する規程 廃止

 懲罰に関する規程 廃止

 倫理規程 廃止

 理事会運営規程 改定

 ラグビー指導者に関する規程 改定
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ガバナンスについて │ 2020年度組織体制（評議員会、理事会、委員会）

■コンプライアンス委員会
コンプライアンスに関わる制度･規程、啓もう活

動･研修等の審議を目的として設置された委員会。
外部有識者２名を含む８名で構成。

〈2020年度活動〉
⑴ 委員会開催

2020年７月に第１回委員会を開催し、年度内
に計６回の委員会を実施し、インテグリティ推進
及びコンプライアンス遵守の課題や対策等につ
いて検討しました。
⑵ 規程に関する審議

処分の公開について規定改訂の審議を実施し
ました。

■監査委員会
内部監査室と連携し、事業遂行部門及び各委員

会の活動についての監査を目的とする委員会
〈2020年度活動〉

⑴ J SC 助成金監査
被監査部署：事業遂行部門 
内容：JSC報告書等の確認（書類のみの確認）

⑵ 業務監査（チェックリストに基づくヒアリング実施）
監査日：2020年12月26日（土） 
被監査部署：事業遂行部門 
内容：全般的な内部統制に関する事項 

「JSC助成金監査」および「全般的な内部統制」
については、問題ないものと判断しました。

■財務委員会
各事業遂行における予算執行に関する管理監督

及び理事会に対する当協会資産の最大化の提言を
目的とした委員会

〈2020年度活動〉
⑴ 2020年度予算･実績管理の補助
⑵ 2021年度予算策定方針についての助言
⑶ 2021年度予算策定の進捗確認
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第５章　ガバナンスについて

スポーツ団 体ガバナンスコード
遵守状 況 の自己説 明（抜粋）
※詳細及び当協会の自己説明の証憑となる書類のうち、公開可能なものについては次のページにて公開しています。
　 h t t p s : // w w w. r u g b y- j a p a n . j p / j r f u / b u s i n e s s

最終更新日：令和3年2月17日

（１）「日本ラグビー戦略計画2016 - 2020」を策定し、ホーム
ページで公表している。

（２）国際人材の育成は、戦略計画におけるアクションプランの
第一に掲げている。

（３）財務基盤の強化は、戦略計画における重要施策と位置づけ、
中期的な財務目標を策定している。当年度については、事業
計画と収支予算を策定し、ホームページで公表している。

（１）「役員等候補者の選考に関するガイドライン」の中で、外
部及び女性役員の登用目標を定めると共に、構成については
「役員等候補者の選考に関する規程」において、専門性に偏
りが生じないように定めている。

（２）「定款」において、理事･監事の定数を定め、適正な規模を
保っている。理事･監事の理事会出席率は90%を超えており、
十分に実効性が保たれている。

（３）「役員等候補者の選考に関する規程」において、就任時年令
と再任回数の上限を定めている。

（４）役員等候補者選考委員会を設置すると共に、当該委員会には、
外部有識者･女性を複数配置している。

（１）～（４）それぞれ必要な規程を整備している。
（５）理事･監事、ガバナンス委員会等に弁護士を配置し、適切な

相談ルートを確保している。

（１）コンプライアンス委員会は専門委員会に位置づけており、
活動内容については、理事会への報告義務を有している。同
委員会の業務目的については、「組織規程」に定めている。

（２）コンプライアンス委員会の構成員には、弁護士２名、公認
会計士１名、他NF役員及び行政官経験者などの有識者を配置
している。

（１）～（３）NF役職員、選手及び指導者、審判員のそれぞれに
ついて、毎年１回程度のコンプライアンス研修を実施している。

（１）各委員会に弁護士、税理士、公認会計士を配置し、日常的
にサポートを受けることができる体制を構築している。

（２）内部監査室による監査、監事による監査、外部監査法人に
よる監査の三様監査体制を整備している。

（３）「助成金交付要綱」「助成金実施要領」に基づいた「会計処理
規程」「倫理及び処分規程」を定めた上で、監事及び外部監査
法人による監査を受けると共に、期中においても監査委員会
による監査を行っている。

（１）2019年度の財務諸表と2020年度の収支予算をホームペー
ジで公表している。

（２）選手選考に関する情報やガバナンスコードの遵守状況に関
する情報もホームページで公表している。

（１）組織運営に関する中長期基本計画を策定し公
表すること

（２）組織運営の強化に関する人材の採用及び育成
に関する計画を策定し公表すること

（３）財務の健全性確保に関する計画を策定し公表
すること

（１）組織の役員及び評議員の構成等における多様
性の確保を図ること

（２）理事会を適正な規模とし、実効性の確保を図
ること

（３）役員等の新陳代謝を図る仕組みを設けること
（４）独立した諮問委員会として役員候補者選考委

員会を設置し、構成員に有識者を配置すること

（１）NF及びその役職員その他構成員が適用対象
となる法令を遵守するために必要な規程を整備
すること

（２）その他組織運営に必要な規程を整備すること
（３）代表選手の公平かつ合理的な選考に関する規

程その他選手の権利保護に関する規程を整備す
ること

（４）審判員の公平かつ合理的な選考に関する規程
を整備すること

（５）相談内容に応じて適切な弁護士への相談ルー
トを確保するなど、専門家に日常的に相談や問
い合わせをできる体制を確保すること

（１）コンプライアンス委員会を設置し運営すること
（２）コンプライアンス委員会の構成員に弁護士、

公認会計士、学識経験者等の有識者を配置する
こと

（１）NF役職員向けのコンプライアンス教育を実施
すること

（２）選手及び指導者向けのコンプライアンス教育
を実施すること

（３）審判員向けのコンプライアンス教育を実施す
ること

（１）法律、税務、会計等の専門家のサポートを日
常的に受けることができる体制を構築すること

（２）財務･経理の処理を適切に行い、公正な会計
原則を遵守すること

（３）国庫補助金等の利用に関し、適正な使用のた
めに求められる法令、ガイドライン等を遵守す
ること

（１）財務情報等について、法令に基づく開示を行
うこと

（２）法令に基づく開示以外の情報開示も主体的に
行うこと

　［原則１］
組織運営等に関する
基本計画を策定し公
表すべきである

　［原則２］
適切な組織運営を確
保するための役員等
の体制を整備すべき
である。

　［原則３］
組織運営等に必要な
規程を整備すべきで
ある。

　［原則４］
コンプライアンス委
員会を設置すべきで
ある。

　［原則５］
コンプライアンス強
化のための教育を実
施すべきである

　［原則６］
法務、会計等の体制を
構築すべきである

　［原則７］
適切な情報開示を行
うべきである。

1

2

3

4

5

6

7

  自己説明（抜粋）  審査項目（抜粋）原則
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ガバナンスについて │ スポーツ団体ガバナンスコード遵守状況の自己説明（抜粋） 

（１）「服務規程」を整備している。
（２）「利益相反取引管理規程」「利益相反ポリシー」「利益相反取

引の解説」は2021年４月施行予定である。

（１）「インテグリティ相談窓口設置規程」に基づき、インテグリティ
相談窓口を設け、連絡先等についてホームページで公表している。

（２）外部の弁護士が相談を受けること、並びに当該弁護士は法
律及び規則に基づき守秘義務を負っている。

（１）（２）「倫理及び処分規程」の中で、処分対象者に対して、自
動応諾条項、及び公益財団法人日本スポーツ仲裁機構に対し
て仲裁申立てを行うことができる旨を通知することを定めて
いる。

（１）「倫理及び処分規程」の中で、懲罰制度における禁止行為、処
分対象者、処分の内容、及び処分に至るまでの手続を定めている。

（2）処分審査を行う規律委員会は諮問委員会に位置づけており、
審査内容などについては、理事会への報告義務を有している。
同委員会は、弁護士、公認会計士を中心とした外部有識者で
構成されており、中立性及び専門性を有している。

（１）大会及び会場ごとに会場運営マニュアルを整備している。ま
た、有事のための危機管理体制を事前に構築するため、「危機
管理マニュアル」を策定している。

（２）「倫理及び処分規程」に調査体制･手続きについて定めている。
（３）外部調査委員会として、規律委員会を設置している。規律委

員会は、弁護士、公認会計士を中心とした外部有識者で構成
されており、独立性、中立性及び専門性を有している。

（１）「加盟団体規程」を整備している。地方組織等の組織運営及
び業務執行についての指導、助言、支援については「加盟団体
規程」をベースに検討していく予定である。

（2）地方組織等の運営者に対する情報提供や支援の場として、
2021年３月に運営に関わる研修会を実施する予定である。

（１）役職員、選手、指導者等の関連当事者とNFと
の間に生じ得る利益相反を適切に管理すること

（２）利益相反ポリシーを作成すること

（１）通報制度を設けること
（２）通報制度の運用体制は、弁護士、公認会計士、

学識経験者等の有識者を中心に整備すること

（１）NFにおける懲罰や紛争について、公益財団
法人日本スポーツ仲裁機構によるスポーツ仲裁
を利用できるよう自動応諾条項を定めること

（２）スポーツ仲裁の利用が可能であることを処分
対象者に通知すること

（１）懲罰制度における禁止行為、処分対象者、処
分の内容及び処分に至るまでの手続を定め、周
知すること

（２）処分審査を行う者は、中立性及び専門性を有
すること

（１）有事のための危機管理体制を事前に構築し、
危機管理マニュアルを策定すること

（２）不祥事が発生した場合は、事実調査、原因究明、
責任者の処分及び再発防止策の提言について検
討するための調査体制を速やかに構築すること

（３）危機管理及び不祥事対応として外部調査委員
会を設置する場合、当該調査委員会は、独立性･
中立性･専門性を有する外部有識者を中心に構
成すること

（１）加盟規程の整備等により地方組織等との間の
権限関係を明確にするとともに、地方組織等の
組織運営及び業務執行について適切な指導、助
言及び支援を行うこと

（２）地方組織等の運営者に対する情報提供や研修
会の実施等による支援を行うこと

　［原則８］
利益相反を適切に管
理すべきである

　［原則９］
通報制度を構築すべ
きである

　［原則11］
選手、指導者等との間
の紛争の迅速かつ適
正な解決に取り組む
べきである。

　［原則10］
懲罰制度を構築すべ
きである

　［原則12］
危機管理及び不祥事
対応体制を構築すべ
きである。

　［原則13］
地 方 組 織 等 に 対 す
るガバナンスの確保、
コンプライアンスの強
化等に係る指導、助言
及び支援を行うべき
である。

8

9

11

10

12

13

  自己説明（抜粋）  審査項目（抜粋）原則
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第６章

財務諸表
Financial.Report
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第６章　財務諸表

貸 借 対 照 表
2021年 3月31日現在

公益財団法人 日本ラグビーフットボール協会
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正味財産増減計算書
2020年 4月１日から2021年３月31日まで

公益財団法人 日本ラグビーフットボール協会
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第６章　財務諸表
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■監査報告書（写し）
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■独立監査人の監査報告書（写し）
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ROAD TO 2050
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公益財団法人日本ラグビーフットボール協会
〒107-0061 東京都港区北青山2-8-35
代表者：会長  森　重隆
www. r u gb y- j a p a n . j p



トップパートナー

オフィシャルスポンサー

オフィシャルサポーター

サプライヤー

オフィシャルパートナー

〈男子〉

〈女子〉

〈男子〉

〈女子〉

日本代表スポンサー 2021年６月30日現在
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